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主催 ： 国際青年環境NGO 　 A SEED JAPAN

助成  ： 中央 ろ う き ん社会貢献基金

協力 ： 中央労働金庫

日時 ： 2005 年 4 月17日 （ 日 ） 開場13 ： 00、 開始13 ： 30、 終了17 ： 00

場所 ： 在日本韓国 YMCA 　 ス ペー ス Y 文化 セ ン タ ー

（ １ ） オ ー プ ニ ン グ （ A SEED JAPAN エ コ 貯金 プ ロ ジ ェ ク ト 　 土谷和之 ）

　 　 「エ コ 貯金 と 預金者の 役割」 　

（ ２ ） 基調講演 （ 日本経済新聞編集委員 　 藤井良広氏 ）

　 　 「金融 Ｃ Ｓ Ｒ と 市民金融 を 預金者は い か に 考 え る か」

（ ３ ） パ ネ ルデ ィ ス カ ッ シ ョ ン

　 　 「預金者 が 選び、 参加 し 、 創 る 銀行」

　 【 コ ーデ ィ ネ ー タ ー】

A SEED JAPAN 事務局長 　 木村真樹

　 【パ ネ リ ス ト （ 五十音順 ） 】

A SEED JAPAN （ 理事 　 田辺有輝 ）

女性 ・ 市民信用組合 （ Ｗ Ｃ Ｃ ） 設立準備会 （ 代表 　 向田映子氏 ）

多摩中央信用金庫 （ 業務部主任調査役 　 長島剛氏 ）

中央労働金庫 （ 営業推進部 NPO 推進次長 　 山口郁子氏 ）

東京三菱銀行 （ 総合企画室 CSR 室次長 　 田貝正之氏 ）

三重銀行 （ 審査部 　 土方研也氏 ）

（ ４ ） フ ィ ナー レ （ A SEED JAPAN エ コ 貯金 プ ロ ジ ェ ク ト 理事 　 鈴木亮 ）

　 　 「預金者へ の ア ク シ ョ ン ア ピ ール」
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オープニング
A SEED JAPAN 　
土谷　和之



３
　  

は じ め に

　 今日 は 非常に 多 く の 方に お集 ま り い た だ き 、 あ り が と う ご ざ い ま す。 こ れ も 「エ コ 貯金」

と い う 考 え 方や、 預金者 ・ 金融機関の 役割 と い う も の が重要視されて き た こ と の現れ だ と

思い ま す。

こ の オ ープ ニ ン グでは、 A SEED JAPAN( 以下 ASJ)の 考 え る エ コ 貯金の意義 ・ 定義、 こ れ か

らの預金者の 役割等についてお話 し し た い と思い ま す。

　 まず ASJ と い う 団体の説明を させてい た だ き ま す。 ASJ は 1992 年の地球サ ミ ッ ト に 日本

の 青年の声を届け よ う と い う こ と か ら始 ま り 、 お よ そ 14年間活動を継続 し てい る団体です。

テーマは 「経済 を エ コ ロ ジ ーに」 、 すなわち 「経済 シ ス テム を変え る こ と に よ り 持続可能

な社会 を築いてい こ う 」 と い う こ と を提唱 し てお り 、 「買 う ・ 働 く ・ 貯金す る 」 と い う 私

たちの身近な経済活動を変革す る こ と を目的に、 色々な活動を展開 し てい ま す。 今回の エ

コ 貯金 フ ォ ー ラ ム も その活動の一環です。

　 今日お話す る内容は、 大き く 3 点あ り ま す。

Ⅰ ． エ コ 貯金の定義の前に、 その背景 と し て現代の企業社会の 進展 と 、 企業 の 社会

的責任 （ Corporate Social Responsibility ＝ CSR ） が 重要視されて き てい る と い う 点についてお

話 し た い と思い ま す。

Ⅱ ． エ コ 貯金 と はど う いった も の か、 その定義を具体的に お話 し ま す。

Ⅲ ． その上で、 私たちが 金融機関に求めてい き た い こ と についてお話 し し ま す。

エ コ 貯金の背景～企業社会の 進展 と 企業 の 社会的責任 (CSR) ～

　 20世紀を振 り 返ってみま す と 、 技術進歩 と グ ロ ーバル化の 進展 と い う も の が 非常に著 し

かった 時代 と い え ま す。 世界の貿易額は こ こ 30年で 20倍に も な り 、 非常に世界的な企業間

競争、 規模の利益を追求し た大企業の実現 と い う も の が 20世紀の 社会の特徴で し た。 実際、

こ れは私たちの身近な暮ら し に も大き な影響を与えてい ま す。 シ ャ ン プ ー ・ チ ョ コ レ ー ト ・

携帯電話など、 毎日使 う も の か ら嗜好品まで、 大部分が大企業に よ って生産されてい る の

です。

　例えば携帯電話ですが、 NEC の携帯電話 も ってい る 方、 い ら っ し ゃい ま す か？ ( 手を挙

げて も ら う ) 。 携帯電話については、 NEC 社、 パ ナ ソ ニ ッ ク 社 と いった大企業が大き なシ ェ

ア を占めてい ま す。 こ の こ と を必ずし も悪い こ と 、 良い こ と と は一概に は言え ません が、

良 く も悪 く も 企業が私たちの暮ら し を決定す る 時代になった と言え る と思い ま す。

　 環境負荷を 考 えて も 、 企業は大き な影響を与えてい る と 考 えてい ま す。 例えば CO2 の排

出量は、 よ く 家庭か ら出て く る も の が よ く話題にな る のですが、 実際は産業部門か ら出る

も の が 4 割の シ ェ ア を占めていて、 やは り 企業の行動如何に よ り 環境負荷 も大 き く変わっ

て く る 、 と言え ま す。
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　 そんな中、 企業の 社会的責任 （ CSR ） が 重要視され る 時代が到来 し た と言え ま す。 すな

わち、 「企業が与えてい る 環境負荷社会的悪影響を可能な限 り 削減 し 、 社会問題の解決や

持続可能な発展に資源を振 り分けてい く 、 それ を 本業の 経済活動の中で実践 し てい く こ と 」

が求め られ る 時代になった と思い ま す。

　 こ の CSR 時代に おいて、 金融機関の 役割は非常に重要になって く る と 考 え られ ま す。 金

融機関、 特に大手の 金融機関は、 経済全体の流れ を 創 り 出す企業 と し て、 「社会問題の解

決や持続可能な発展 と いった も の に 貢献す る＝ CSR を果た し てい る 」 事業 ・ 企業に お金 を

流 し 、 一方で 「環境負荷や社会的な悪影響を及ぼす」 事業 ・ 企業に お金 を流 さ ない こ と で、

経済全体を エ コ ロ ジ ーで持続可能な も の に す る原動力 と な る こ と がで き ま す。 こ れ こ そが、

現代の 金融機関の役割であ り 、 金融機関 の CSR その も のではない か と 考 えてい ま す。

エ コ 貯金 と は？

　 では こ う し た背景の 中、 ASJ が提唱 し てい る エ コ 貯金 と い う 概念ですが、 まず皆さ ん に

考 えてい た だ き た い の が、 自分が 預けてい る お金が一体どの よ う に使われてい る か と い う

こ と です。 エ コ ロ ジ ーで持続可能な事業や企業の た め に使われてい る か、 と い う 観点で考

えてみて頂き た いです。

　例えば、 東京三菱銀行 ・ 三井住友銀行 ・ みずほ銀行 ・ UFJ 銀行、 こ の 4 つの 銀行 を メ イ

ンバン ク に使ってい る と言 う 方手を挙げてい た だけ ま すか？ ( 大多数が挙手 ) 　 では郵便

貯金の 方は い ら っ し ゃい ま す か？ (1/4 ほどが挙手 ) 　 さすが に 多いですね。 実際に デー タ

で見る と 、 日本全国での 預貯金先内訳は、 都市銀行が 24％ほど、 郵貯 が 20％、 地方銀行

が 20％ と なってい ま す。 東京では やは り 都市銀行が 多 く 、 地方 に 行 く と地方銀行が多 く な

る傾向に あ り ま す。

　 では こ う いった 銀行や郵貯に 預け られてい る 貯金が、 ど う い う こ と に使われてい る ので

し ょ う か。 銀行は 信用創造 （ ※ ） と い う 機能を持ってお り 、 私達が 預けた お金 と い う の

は10倍、 20倍の規模になって運用 され ま す。 そ う し た 中で企業や政府に融資や投資し た お

金が返ってい く と い う こ と です。 た だそれ以後が、 なかなか ト レ ー スで き ない と

いった現状が あ り ま す。 そ こ で今 あ る デー タ な ど を使い ま し て 5 つの視点か らお金 の流れ

をチ ェ ッ ク し てみた い と思い ま す。

　 (※ 信用創造 ： 銀行が預金の一部 を現金で手元に残 し 、 残 り を 企業へ貸し出す際、 貸 し

出され た お金は取引先に支払われ、 取引先か ら銀行に 預金 され る 。 こ の預金 と貸出 し の繰

り 返 し に よ り 、 銀行の 預金残高が増えてい く 仕組みの こ と 。 ) 　

お金の流れ の現状

■ 　地域に還ら ないお金

　例えば こ の グ ラ フ は地域別の お金の流れ を図に し た も のですが、 地域別に、 その地域の

預金者 の 預けた お金 と 、 その地域の 企業な どに貸 し出 され る お金 を比較 し た も のです。 そ

う す る と貸 し出 し が 預金よ り も大き い の は 東京だけです。 つま り 、 地方 か ら預け られ た お

金は地域に返る 部分 も あ る けれど も 、 あ る程度の部分は 東京に 行って し ま ってい る 。 その

結果東京は貸出金が 多い と い う こ と です。 その反対に、 地方は 預けた お金に対 し て融資さ
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れてい る お金が少ない と言った こ と が現状です。

■ 　 中央 の大企業に流れ る お金

　 次に、 「金融ビジ ネ ス」 と い う 雑誌が独自調査で金融機関の大口融資先を発表 し てい る

のですが、 例えば三井住友銀行の大口融資先は、 東京電力、 オ リ エ ン ト コ ーポ レ ー シ ョ ン

の よ う な消費者信用産業、 あ と は住友商事 さ ん と いった商社が 中心 と なっ てい ま す。 例え

ば原発の建設 については賛否が分か れ る と こ ろ だ と は思い ま すが、 「自分は原発に反対

だ！」 と言 う 人が何気な く 三井住友銀行に 預けてい る と 、 ご く 一部か も し れ ません が、 原

発に お金が いってい る 、 自分で働 いて得た お金が自分の意志にそ ぐわない と こ ろ に 行って

い る 、 そ う い う 可能性が あ り ま す。

■ 　貸し出されない お金で国債が買われてい る

　 さ らに貸 し出 されていない お金 と言 う の も 金融機関に は存在 し てい ま す。 預貸率預金に

対 し て貸出金 の率が低下し てい る と言われてい る のですが、 そ う い う と こ ろ を細か く 見て

い く と 、 都市銀行だ と 預銀額に対す る貸出金の比率は約76％で、 残 り の 24％、 1/4 程度は

国債購入に使われてい ま す。 郵貯は半分 く らい、 地銀は 10％ く らい が 国債購入に使われて

い ま す。

■ 　 国債に流れ た お金 は戦争に も使われ る

　 では、 実際に 国債に流れ た お金 と い う の はど う い う も の に使われてい る の か と い う と 、

も ちろ ん 国内で公共事業に使われ る の も あ る のですが、 一部は日本政府が こ こ何年か米国

債を何十兆円買ってい る 、 その購入資金 と なってい ま す。 こ こ 2 年間の イ ラ ク戦争で米国

が使った額は約15兆円 と いわれてい ま す。 そ こ に 100 ％使われてい る と は言い切れない の

ですが、 私たちの 預金が、 こ う いった お金の流れ を通 じ て、 実は戦争に も使われてい る可

能性が あ り ま す。

■ 　 グ ロ ーバル に 広が る私たちの 貯金

　 こ う し て、 私たちが 預けた お金の流れ は グ ロ ーバルな影響を世界に与えてい る と い え ま

す。 貯金は政府 ・ 商社 ・ ODA を通 じ て、 例えばNGOが自然環境への悪影響を指摘 し てい る

よ う な事業に も流れてい き ま す。

　以上の ５ つの観点を ま と め る と 、 こ れ までの お金 の流れ と い う も の は、 なかなか ト レ ー

スで き ない流れであ った。 そ う し た 中で、 一部が私たちの意思にそ ぐわない、 環境に負荷

を与え る よ う な開発や戦争に も私たちの 貯金が使われて き た、 と い う こ と が言え ま す。 こ

れ に対 し て預金者は 今 までなかなか 選択肢を持ちえていなかった の が現実です。

三つの エ コ 貯金 ス タ イル

　 ASJ では、 こ う いった ト レ ー スで き ないお金の流れではな く 、 環境破壊や戦争に使われ

ない、 身近な地域社会の た め にな る お金の流れ を作 り 出 し てい き た い、 そ し てその お金の
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流れ を作る た め に、 自らの意思を持って金融機関 を 選ぶ と い う ス タ イル を、 「エ コ 貯金」

と呼んでい ま す。

　 では、 具体的に エ コ 貯金 と は何か と 考 えてみま す。 ASJ では分か り やす さの た め に、

「エ コ 貯金」 を 預貯金型 ・ 出資型 ・ 投資型の 3 つの タ イプ に分けて考 えてい ま す。

■ 　 預貯金型エ コ 貯金

　 預貯金型 と い う の は、 つま り 「銀行 を 選ぶ」 と い う こ と です。 後ほどパ ネ ルデ ィ ス カ ッ

シ ョ ンで出席 し てい た だ く 都市銀行 ・ 地銀 ・ 信金 ・ ろ う き ん、 こ う いった 金融機関の 選択

肢の 中か ら、 私たちの意思で預金先を 選んでい く と い う の が こ の タ イプです。

■ 　出資型エ コ 貯金

　出資型は、 いわゆ る NPOバン ク と言われていわれてい る 市民金融等に お金 を出資 し てい

く タ イプです。 全国各地で未来バン ク ・ 北海道NPOバン ク ・ WCC な どの NPOバン ク が あ

り 、 非営利の 組織や社会問題を解決す る た め の 事業に積極的に 融資を す る 、 そ う いった 組

織がで き て きつつあ り ま す。 そ う いった と こ ろ に出資す る と い う こ と も 、 私たちが 選択肢

と し て新 た に持ち始め た も の のひ とつです。

■ 　投資型エ コ 貯金

　最後は投資型です。 株式投資を通 じ た活動 と い う と 、 昔か ら一株運動など あ り ま し た が、

最近は SRI フ ァ ン ド に よ って環境に よい 企業 を応援 し てい こ う 、 と い う 動き も出て き ま し

た。 実際に 環境に よい 企業の株を買ってそ こ を応援す る 、 逆に 環境に よ く ない、 あ る い は

自分の意志にそ ぐわない 企業 ・ 組織の株は買わない 選択を す る 、 その よ う に直接エ コ ロ ジ ー

な株を 選択 し てい く こ と が投資型エ コ 貯金です。

　特に 今回の フ ォ ー ラ ムでは、 パ ネ ルデ ィ ス カ ッ シ ョ ンで出てい た だ く 都市銀 ・ 地銀 ・ 信

金 ・ ろ う き ん ・ Ｎ Ｐ Ｏバン ク と いった 金融機関に着目 し て頂き た い と思い ま す。 預金者が

様々な選択肢を持ち始 め た と い う こ と が 今回の フ ォ ー ラ ムで見え る と思い ま す。

金融機関の 選び方

　 では実際にどの よ う な視点で選択し ていけばよい の か。 ASJ では 金融機関 を 選ぶ 3 つの

軸を 考 えてい ま す。

　 今 まで、 多 く の 預金者は利便性や健全性で金融機関 を 選ぶ と い う こ と が 多かった のでは

ない か と思い ま す。 そ う し た 中で都市銀行や郵便貯金 を、 なん と な く 便利だ か ら と い う 理

由で選 んでい た 方 も 多い のではないで し ょ う か。 それ に対 し て、 ASJ は 「社会性」 と い う

軸を 加 え よ う と提唱し てい ま す。

すなわち、 CSR を果た し てい る 企業に 融資 し てい る か、 社会問題を解決す る 事業に積極的

に 融資 し てい る か、 地域社会の活性化に 貢献 し てい る か等、 金融機関の 社会性 を 表す項目

をチ ェ ッ ク し 、 自分な り の 基準 を作っ てお金 を 預けてい き た い、 と い う の が ASJ の 考 えで

す。
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　実際 こ れ を具現化 し てい る の が、 ASJ で 3 月中旬か ら 4 月末まで （ 現在 7 月末までに延

長 ） 行ってい る 「 3 億円の エ コ 貯金 ア ク シ ョ ン」 です。 こ れ は自分の 口座を、 便利さや利

息だけではな く 、 社会性の視点 も 加 えて選び、 「エ コ 貯金 を す る 」 と い う 宣言を 3 億円分

集め る と い う 、 前代未聞の ア ク シ ョ ンです。 北海道や名古屋の 方に も 参加 し て頂き 、 現

在 3679万円分の、 「口座を変え よ う 」 と い う 宣言が 集 ま り ま し た。 内訳を見てみる と 、 メ

ガバン ク ・ 郵貯などか ら変え る と い う 方が 多い のですが、 NPOバン ク に 新 た に出資す る と

い う 方 も い ら っ し ゃい ま す。 預金者の皆さ ん に は、 こ う いった他の人の宣言 も 参考に し な

が ら、 自分がど う やって貯金 ・ 口座を変えていけばい い か、 あ る い は 今の ま ま の 口座でい

い の か と い う こ と を、 社会性の視点 も 加 えて考 えてい た だ き た い と思い ま す。

私たちが 金融機関に望む こ と

　 こ の よ う に、 い ま 預金者 の ア ク シ ョ ン が動き 始めてい る 中で、 私たち預金者が金融機関

に望んでい く こ と はなん だ ろ う か、 と い う こ と を お話 し た い と思い ま す。

　 今 こ う やって NPOバン ク が全国各地に 設立 され、 預金者の意識が 向上 し て き て、 環境に

優 し い 金融機関 を 「選ぶ」 と い う 動 き が芽生えてい ま す。 そ う し た 中で金融機関のほ う も 、

「選ばれ る 」 金融機関であ る た め の取 り 組みが こ れ まで以上に 重要 と なっ て く る と 考 えて

い ま す。

　 ASJ では、 金融機関に 社会性の面での取組みを 推進 し てほ し い と い う こ と で、 金融機関

と の対話に向けて次の よ う な活動を し てい ま す。

　 １ つは、 ASJ か ら メ ガバン ク ( 都市銀行 ) への公開質問状です。 CSR の取組みや、 環境 ・

社会へ配慮 し た 融資基準導入を検討 し てい る かなど を質問 し た も ので、 昨年11月に大手銀

行 6 行 と 、 大手信託銀行 6 行の、 合計12行に送付 し ま し た。 こ れ が、 大手銀行への提言の

第 1 歩 と な る と 考 えてい ま す。

　 回答 し てい た だけた 銀行は、 12行の う ち東京三菱銀行 ・ みずほ銀行 ・ みずほ コ ーポ レ ー

ト ・ 住友信託銀行 の 4 行で し た。 それ以外の 銀行は残念なが ら、 「デ ィ ス ク ロ ー ジ ャー紙

を見て く だ さい」 等の 回答が帰っ て き ま し た。 し か し デ ィ ス ク ロ ー ジ ャー紙を見て も なか

なかその内容については詳 し く 書 か れてお らず、 少 し残念な結果だった と感 じ てい ま す。

も う １ つが ASJ か ら メ ガバン ク への １ ０ の提言です。 （ ※ １ ０ の提言挿入 ） こ の １ つ １ つ

を細か く 説明は し ません が、 大き く ４ つポ イ ン ト が あ る ので、 それ を見て頂き た い と思い

ま す。

■ 　 CSR ビジ ョ ン を導入す る こ と

　 金融機関に は、 ボ ラ ンテ ィ ア的な社会貢献だけではな く 、 エ コ ロ ジ ーな と こ ろ に お金 を

流 し持続可能な発展を促す と い う 、 金融機関 に し かで き ない、 本業での CSR を果た し てい

た だ き た い と 考 えてい ま す。 そ し てその CSR を実行す る具体的な手順 と し て、 以下の も の

が あ る と言え ま す。

■ 　 環境 ・ 社会影響の深刻な事業へ融資を 行わない こ と

　 ASJ では こ れ を 「ネガテ ィ ブ ・ ス ク リ ー ニ ン グ」 と呼んでい ま す。 ス ク リ ー ニ ン グ と は

12



要はふる いわけ と い う 意味で、 融資の際 に、 環境への影響が深刻な事業に は 「融資を し な

い」 と い う 選択を す る 、 ふる いわけて落 と す ス ク リ ー ン ン グ の 考 え 方 を導入 し て欲 し い と

考 えてい ま す。

■ 　 環境 ・ 社会へ配慮 し た 企業 ・ 事業への 融資を優遇す る こ と

逆に 3 番目は、 「ポジテ ィ ブ ・ ス ク リ ー ニ ン グ」 と呼んでい る も のです。 例えば政策投資

銀行が 環境格付けを導入 し 始 めてい ま すが、 そ う いった 「環境に よい 事業 ・ 企業」 を す く

い上げてい く ス ク リ ー ニ ン グ も 重要だ と 考 えてい ま す。

■ 　 社会問題を解決す る た め の 事業へ積極的に 融資す る こ と

例えば貧困問題や、 地域の 中で介護な ど社会的弱者への援助 を 行ってい る 事業な どに、 積

極的に 融資を す る こ と も 、 こ れ か らの 金融機関の CSR の一環ではない か と 考 えてい ま す。

こ こ でお話 し た い こ と の一番重要な こ と は、 「金融機関に し か果た す こ と がで き ない CSR

が あ る 」 と い う こ と です。 「社会問題の解決 ・ 持続可能な発展につなが る 企業 ・ 事業に お

金 を流し 、 逆に悪影響を与え る 企業 ・ 事業に は流さ ない」 と い う こ と は ま さ し く 金融機関

し か果た す こ と ので き ない CSR です。 こ れ を果た し た上で、 収益性や安全性 を う ま く 確保

し てい く と い う こ と が、 こ れ か らの 金融機関の役目ではない か と思い ま す。
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アシードジャパン「環境・社会配慮に関するメガバンクへの１０の提言」 

(2005 年 4 月 13 日） 

アシードジャパンは国際業務を行う日本の各都市銀行に対し、以下の提言を行っています。

1. 「環境と持続可能な発展に関する金融機関声明（UNEP-FI ）」への署名

国連環境計画（ UNEP ）の「環境と持続可能な発展に関する金融機関声明（UNEP-FI ）」に署名し

、環境管理システムを導入すること：

「環境と持続可能な発展に関する金融機関声明」とは、国連環境計画（UNEP ）が 1992 年にスタ

ートさせた銀行、証券、保険など金融機関の環境・社会配慮行動のイニシアティブ。200以上の企

業が署名しており、日本では三井住友、東京三菱などが署名している、みずほは検討中とのことで

あり、早急に署名することが望まれる。法的拘束力はないが、環境・社会配慮行動に関する方針を

発表し、定期的に評価を行い、報告することが求められる。

2. 「赤道原則（ Equator Principle ）」への署名

Equator Principle （赤道原則）に署名し、カテゴリー分類による環境影響評価、環境緩和計画の策

定を行うこと：

Equator Principle （赤道原則）とは、民間銀行がダムや発電所、天然資源開発などのプロジェクト融

資を行うときの方針を定めたイニシアティブで、2002 年にスタート。約 30 の民間銀行が署名してい

るが、日本での署名企業はみずほコーポレート銀行のみで、三井住友、東京三菱も署名することが

望まれる。法的拘束力はないが、世界銀行の民間投融資部門の基準が参照されており、環境影響

の大きいプロジェクトを行う際に環境アセスメントレポートや環境緩和計画の策定・公開が求められ

ている。
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3. 融資したエネルギー関連事業の温室効果ガス排出量の公表

エネルギー関連事業のポートフォリオにおける温室効果ガスの排出量の削減目標を掲げ、毎年、

排出量を公表すること：

温室効果ガスを 2008 年から 2012 年まで先進国全体で 1990 年比 5.2%削減を目指した京都議定

書の目標数値を達成するためには、金融機関の取り組みが不可欠である。なお、アメリカの民間銀

行「バンクオブアメリカ」はエネルギー関連で融資したプロジェクトすべてが排出する温室効果ガス

を測定し、７％削減することを公表している。日本の都市銀行でこのような取り組みを行っている銀

行はまだない。

4. 自然エネルギー関連事業への融資目標の設定およびその達成状況の公表

自然エネルギー（太陽光、風力、小規模水力、バイオマス、地熱など）関連事業への融資目標を掲

げ、達成状況を毎年公表すること：

温室効果ガスを削減するためには、高効率なエネルギー転換が不可欠で、世界的にも自然エネ

ルギーの供給量は激増している。ちなみにシティバンクは、現段階で融資目標はないものの再生

可能エネルギー関連投資のファンドを設けたり、家庭用太陽光パネル、風力発電、燃料電池設置

のプログラムを用意している。

5. 違法伐採に関与する事業への融資を行わないこと

原生林の伐採、及びあらゆる違法伐採に関与する事業に融資しないことを表明し、伐採事業及び

植林事業に融資する場合、第三者機関によって適切に管理されていると認証を受けた森林事業

への融資優遇制度を設けること：

例え植林事業であっても、規模や方法によっては現地の生態系を著しく破壊することになるケース

が少なくない。同様の基準はシティバンクやバンクオブアメリカ、ABN AMRO 、 HSBCなどでも採

用されている。

6. 保護地域内における生態系を改変する事業への融資を行わないこと

国際環境条約・国内環境関連法などの保護地域内における、貴重な生態系の重大な改変をもたら

す事業に融資しないことを表明すること：

国際環境条約・国内環境関連法などの保護地域として、世界遺産やラムサール条約保護地、国立

公園内、環境 NGOである IUCN や WRIなどが定めた保護地域などがあげられる。同様の基準は

シティバンクやバンクオブアメリカ、 ABN AMRO 、 HSBCなどでも採用されている。

7. 国際的な労働基準に違反する事業への融資を行わないこと

国際的な労働基準である ILO の基準に違反する事業には融資をしないことを表明すること：

同様の基準はバンクオブアメリカ、ABN AMROでも採用されている。また、銀行自身においても

ILO の基準に違反する事業を行わないことが重要である。

8. ネガティブスクリーニングを導入した社会的責任投資ファンドの開発・販売

環境に悪影響を及ぼす事業や、武器製造関連事業などへの投資を組み込まないネガティブスクリ

ーニングを導入した社会的責任投資（ SRI ）ファンドを開発し、販売すること：

日本で販売されている SRI ファンド、エコファンド等は環境によい取り組みを行った企業を評価す

るポジティブスクリーニングによる選別であり、例えばその企業が、武器製造関連事業など他の事



おわ り に

　 本 フ ォ ー ラ ム を通 じ て預金者のみな さん に、 金融機関や NPOバン ク ・ SRI フ ァ ン ド を 選

んでい く と い う 視点を知ってい た だければ と思い ま す。 その上で具体的に 「自分はど う し

た らい い か？」 を 考 え、 口座を 選ぶア ク シ ョ ン を し てい た だ き た い、 つま り 口座に 「意志」

を持たせて欲 し い と 考 えてい ま す。

　 こ う いった 預金者の動き と 、 金融機関の取組みの両者が相ま って、 経済が も っ と エ コ ロ

ジ ーに、 持続可能な も の になっ てい く と思い ま す。
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業で環境に大きな負荷をもたらしていたとしても、ファンドに組み込まれてしまう。欧米ではネガティ

ブスクリーニングによる SRI ファンドも販売されており、日本でもネガティブスクリーニングのSRI フ

ァンドが販売されることが望まれている。また、当然ながら、ポジティブスクリーニングによるSRI ファ

ンドの拡大にも務めるべきである。

9. 社会的事業への融資優遇制度の導入

環境、福祉、教育、災害支援などの社会的な事業を行う市民団体、NPOなどへの融資優遇制度

を設けること：

日本における社会的事業を行う市民団体、 NPO の資金規模は欧米と比べて非常に小さい。その

要因としてこれらの団体が金融機関から十分な融資を受けることができる制度がないことが挙げら

れる。これから日本の市民活動の発展・成熟に向けて、こうした社会的事業への融資を拡大してい

くことが望まれている。

10. 環境・社会配慮に関する取り組み等の公表

環境・社会配慮に関する取り組みと外部ステイクホルダー（預金者、投資家等）からの意見、及びそ

の意見の意思決定への反映状況を環境報告書等で毎年公表すること：

環境報告書等の発行状況としては、三井住友はウェブサイトのみでの公開、東京三菱は2005 年

度に CSR 報告書を発行予定だが、みずほは特に発行する予定はないとのこと。環境報告書は、た

だ発行するだけでは意味がなく、外部とのコミュニケーションによって自らの事業を改善することが

重要である。したがって、自らにとって不利益な情報でも公開することが必要である。
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基調講演
日本経済新聞
藤井　良広氏



４
　 　

「金融 CSR 」 の 本質 　 ～本業 （ ＝投融資 ） を通 じ た 社会貢献～

　私は日経新聞の記者 と し て １ ０ 年来、 金融についての取材を し てお り ま す。 金融機関 の

人間では あ り ません し 、 CSR担当者で も ない ので、 具体的にどの よ う な口座や金融商品を

選ぶの か、 金融経営の 中で CSR を どの よ う に位置づければよい の か、 と いった こ と は お話

で き ません が、 それ は こ の後の パ ネ ル に ご期待い た だ き た い と思い ま す。 私 も 参加者 と し

て期待 し てお り ま す。 こ こ では、 私は記者の視点か らお話を させてい た だ こ う と思い ま す。

　去年、 私は １ ５ 社ほどの 銀行や証券会社 を取材し 、 金融専門紙であ る 日本経済新聞に

「動き出す金融 CSR 」 と い う 見出 しで記事 を掲載 し ま し た。 「金融 CSR 」 と い う 言葉は、

単純に 金融機関の CSR を 表 し てい るわけですが、 こ れは私の造語 と自負 し てお り ま す。 し

か し 考 えてみる と 、 例えば 「電力 CSR 」 と い う 言葉は あ り ません よね。 ではなぜ、 金融だ

けが 「金融 CSR 」 と い う 言葉 と し て取 り 扱われ る の か。 それは、 私が 金融担当の記者であ

る か ら― と い う だけでは あ り ませんで、 金融に は他の 業界 と は違った 社会への影響力が あ

る か ら です。 つま り 、 投資や融資を 行っ て社会に資金 を流す と い う 金融機関の 行動は、 投

融資先を評価あ る い は 審査で き る と い う 機能を兼ね備 えてい ま す。

　 金融機関の 社会貢献 を 考 え る と き に は、 金融機関自体の CO2 の排出量 と いった 環境負荷

への配慮だけではな く 、 本業であ る投融資を通 し て、 社会 を い か に変えてい く の か、 さ ら

に は投融資先企業の CSR を い か に変えてい く の か、 と い う 役割 を 考 えなければな り ません。

ま た、 それ はボ ラ ンテ ィ ア ･ ベー スではな く 、 収益事業 と し て取 り 組む こ と で、 最終的に

は 金融機関の 力 を高めてゆ き 、 社会的評価につなが り ま す。 そ し て株主や預金者はそれ を

評価す る 、 つま り 今日のテーマで言えば、 「口座を 選ぶ」 と い う こ と にな る の だ と思い ま

す。

　 こ の よ う なテーマで昨年は取材を し て き ま し た が、 金融業界 と い う の は特に 日本の 場合、

CSR への取 り 組みが遅れて き た と感 じ られ ま す。 メ ー カ ーや流通、 電力 と いった 業界では

１ ０ 年近 く 前か ら CSR に取 り 組んでい ま すが、 金融業界は積極的な取 り 組みが見られ た の

は こ こ ２ 、 ３ 年の こ と と思い ま す。 金融 CSR の 本質は お金の 行 き先を見据え た商品 ・ サー

ビ ス の 開発お よび提供 と いった取 り 組みにな るわけですが、 それ に取 り 組 んでい る 金融機

関の数 も少ないです し 、 こ れ まで行われて き た SRI フ ァ ン ドやエ コ住宅 ・ 太陽光パ ネ ルへ

の低金利サービ ス と いった も の も 本業の大き な柱 と はなっ てい ません。 収益性 と の 関連 も

あ ってか、 一定の需要が満た され る と全 く その後に動かな く なってい ま す。 昨年の私の取

材は こ の よ う な動き の 中で、 新 し い CSR商品を 開発 し た 金融機関 を応援す る と いった意味

が あ り ま し た。

日本に おけ る 市民金融の系譜 　 ～ 「講」 、 協同組合、 そ し て NPOバン ク～

■なぜ今市民金融なの か？

　 そ し て、 今年は さ きほど ご紹介い た だ い た よ う に、 「市民金融」 をテーマに現在進行形
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で コ ラ ム を掲載 し てお り ま す。 A SEED JAPAN も取 り 上げ る予定なのですが、 ま だそ こ に辿

り ついてい ませんで、 本当に辿 り つけ る の か少 し不安 も あ る のですが （ 笑 ） 。

　 さ て、 「市民金融」 や 「NPOバン ク 」 を取 り 上げよ う と思った 理由が あ り ま す。 こ れは

一つの議論だ と思 う のです が、 金融 CSR と い う の は 金融の プ ロであ る 金融機関 が 社会的、

かつ経済的に適切な と こ ろ へ投融資を す る こ と であ る と も言え ま す。 し か し よ く 考 えてみ

る と 、 果た し て本当に 金融機関が地域社会や コ ミ ュ ニテ ィ の隅々までお金 を流 し ていけ る

の か、 あ る い は地球環境に配慮 し た 融資を徹底す る こ と が可能なの か と い う 疑問 も あ り ま

す。 欧米を見てみて も 、 メ ガバン ク と 市民金融 と い う の は共存 し てい る と思い ま す。 あ の

米国に おいて も ク レ ジ ッ ト ・ ユニ オ ン や非営利の CDFI 機関などが大き な組織を築いてい

ま す。 米国は資本主義の権化の よ う に言われて、 実際にそ う だ と思 う のですが、 一方で面

白い面 も持ってい ま す。 貧富の格差の是正や地域開発、 コ ミ ュ ニテ ィ の発展を目的 と す る

非営利の 機関などは、 金融機関か らの融資を受け られ た り 、 税制優遇を受けた り す る制度

が 設け られてい ま す。 それは 市場の需要を食いつぶ さ ない と い う 前提が あ る にせよ、 そ う

いった 市民の要求を制度に盛 り 込まなければ政治 も 成立 し ない と い う こ と なの か も し れ ま

せん。 西欧に も こ う いった コ ミ ュ ニテ ィ ・ バン ク が磐石な基盤を築いてい ま す。 無論 こ れ

らが全ての需要を満た し て全ての問題を解決で き る訳ではない のですが、 日本について言

えば、 こ う い う 金融 イ ン フ ラ が あ る よ う で、 実は あ り ません。

　繰 り 返 し にな り ま すが、 金融 CSR と い う の は、 金融機関 がその 本業であ る投融資を通 し

て個人や企業に 働 き かけ る と い う 仲介者 と し て、 あ る い は 営利事業体 と し て自らの価値を

向上 ・ 維持す る こ と を目的に、 投融資先の企業体の持続性のみな らず社会的持続性 を も評

価 ・ 監査 を し なが ら、 サポー ト す る と い う の が原点であ る と 考 え ま す。 その一方で市民金

融 と い う の は まず利用者、 需要者 と い う 視点が先に立ち ま す。 地域で活動す る NPO は地域

社会の需要を満た す働 き を持ってい るわけですが、 その資金源はど う す る の か と い う 問題

が あ り ま す。 ホ リ エモンほど経済的に余裕が あ る人が いて、 寄付 し て も ら え ればそれは い

いですが、 必ず し も そ う い う 訳に は い き ません。 そ こで募金や補助金 と いった 組織外か ら

の資金提供を 基盤に お く のではな く 、 NPO の 組織内でフ ァ イナ ン ス を可能に し よ う と い う

志向がでて く るわけです。 欧米では、 こ う いった も の が すでに根付いてい ま す。 翻って日

本の 市民金融 を見て回って感じ る こ と に は、 我々は かつてあ った 有益な も の を無 く し て し

ま った のではないで し ょ う か。

■日本版市民金融 「講 （ こ う ） 」

　 日本 に は、 かつて 「講 （ こ う ） 」 と い う 相互扶助の仕組みが あ り ま し た。 私の実家は寺

で し て、 子供の こ ろ の記憶に 講 を寺で行ってい た風景が あ り ま す。 面白い こ と に昔の 講 と

い う の に は、 審査が あ り ません。 みんなで く じ を引いて、 当た れば融資を 調達で き て、 当

た ら なければ、 「今月は だ めで し た」 と い う こ と にな る のです。 なにせ、 当時私は 子供で

し た か ら 「みんなは何を し てい る の かな ぁ 」 と不思議に思ったわけですが、 お客 さん が帰

宅 し た後はその おみ く じで遊んでい ま し た。 こ の 講 と い う 仕組みは江戸時代 に は普及 し て

お り 、 実は、 昭和金融恐慌や戦時の困窮下に あ った と き も庶民の間では 行われてい た ので

す。 無担保の 金融ですね。 一方で、 担保金融は質屋であ ったわけです。 私が 子供の こ ろ の
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話です か ら、 １ ９ ６ ０ 年代の こ と ですね。

■ 「講」 か ら サ ラ 金へ

　 し か し 、 それ以降、 こ の よ う な仕組みが消えてい く わけです。 その背景に は、 サ ラ 金 の

普及が言え るで し ょ う 。 サ ラ 金は １ ９ ５ ０ 年代末か ら始 ま って １ ９ ７ ０ 年代以降広 がって、

さ ま ざ まな問題を起 こ し てい く わけですが。 一方でそのサ ラ 金被害の反動 と い い ま す か、

一つの対処 と し て、 日本共助組合や岩手県の 信用生協 が 創立 し たわけです。 つま り 、 日本

は伝統的な講 と い う も の を残さずに、 サ ラ 金 と い う 貸賃業 を残 し たわけです。 金融機関 を

見ま す と 、 バブル の き っかけになった住専問題が あ り ま し た。 １ ９ ９ ６ 年ペ イオ フ解禁を

延期す る 理由の一つであ るわけですが、 住宅金融専門会社 と い う 金融機関 は 本来的に住宅

ロ ー ン を専門に 行 う わけですが、 バブル に よ って不動産貸付に走って結果的に破綻 し ま し

た。 こ の住専が 成立 し た背景に は、 銀行が当時、 住宅ロ ー ン を個人に 組 ませて く れなかっ

た こ と が あ り ま す。 個人に対す る貸付 と い う の は相対的に リ ス ク が高 く な り ま す。 さ らに、

２ ０ 年、 ３ ０ 年 と い う 長期の固定金利 と い う の は、 銀行に し てみる と大変な リ ス ク だった

わけです。 そ こ に住専が登場 し たわけです。 サ ラ 金出現の背景 も同様です。 こ の よ う に 日

本の 金融は、 リ ス ク の大き い個人向け金融サービ ス は 銀行などの枠外になって、 その隙間

をサ ラ 金業者や別の 子会社 を作っ て補っ てい た と い う 経緯が あ り ま す。 し か し 、 バブル後、

銀行が やってい る こ と は何か と い い ま す と 、 その個人向け金融サービ スです。 住宅ロ ー ン

や消費者 ロ ー ン を 始めてい ま す。 かつて講が満た し てい た需要を こ う いった 時代の変化に

よ って満たせれば良い のですが、 だ か ら と いって、 銀行のサービ ス が 講 と同 じ 機能を持つ

わけでは あ り ません。 先ほど も言い ま し た よ う に 講 と い う の は く じ引きで融資の可否が決

め られてい ま し た。 今の 銀行は こ んな こ と はで き ないで し ょ う 。 では、 講はなぜ、 それ が

で き た ので し ょ う 。 それ は 信用力です。 米国の ク レ ジ ッ ト ・ ユニ オ ンではそれ を コモン ・

ボン ド （ common bond ） と い い ま すが、 お互い共通利害を持ち合 う 人々が 集 ま っ て相互扶助

を 行 う わけです。 同 じ町内の あ の家の、 あ の おや じ 、 と いった具合に家柄、 人柄、 仕事 ま

で分かってい る 講 と は異なって、 銀行は全 く の他人に 融資す るわけですか ら それな り の 審

査が必要になって く る 。

■ こ れ か らの 日本の 金融機関

　米国 の ク レ ジ ッ ト ・ ユニ オ ン も 、 西欧の コ ミ ュ ニテ ィ ・ バン ク も監督機関は 金融庁では

あ り ません。 だ か ら と いって運営基盤が し っか り し ていないわけではな く て、 自己資本比

率や回収率は一定の水準 を保ってい ま す。 ではなぜ、 日本ではそ う いった形がで き ない の

で し ょ う か。 政治で地方分権が叫ばれてい る 中、 信用組合の併合の 進行など、 金融では ま

す ま す中央集権化 が 進行 し て し ま ってい る と い う の が現状です。 それ は金融危機に対応す

る た め だった訳ですが、 こ れ か らは危機対応か ら平時対応 と い う 方向転換の 中で、 多様な

金融が認め られて し か るべ きです。 国は今、 資金難です し 、 も と も と限られ た こ と し かで

き ません。 し た がっ て、 金融は 金融機関に 任せて、 さ らに既存の 金融機関では ま かない き

れないサービ ス を どの よ う な形で地域社会へ提供 し てい く べき なの か と い う 議論が必要に

なって く るわけです。
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金融 CSR と 市民金融の リ ン ク 　～金融の プ ロ の 参画 を～

■ 　 金融機関 と NPO

　 市民金融の取材を 進め る 中で思 う こ と と い う の は、 金融機関の金融 CSR と 市民金融 と い

う も の は互い に リ ン ク し てい る と い う こ と です。 も ちろ ん、 その規模の大小や、 主な融資

先が 企業であ る か、 コ ミ ュ ニテ ィ であ る か と いった相違点が あ り ま すが、 両者は互い に接

点を持ってい ま す。 金融 CSR の一つに は、 社会的需要を満た す こ と を目的 と し た NPO に対

す る貸付が あ り ま す。 地域活性化 と い う 課題や老人介護などの福祉 NPO に対す る需要が近

年、 特に地方で拡大 し てい ま す。 それ まで行政の仕事であ った こ れ らは、 すでに NPO と連

携、 あ る い は 委託 し よ う と い う 大き な流れ が あ り ま す。 こ れ らの NPO の 立ち上げ資金 を 行

政が負担す る 市民金融のケー ス が北海道や長野の例 と な るわけですが、 その後の運営費に

関 し て既存金融機関か らの借 り入れ、 すなわち NPO ロ ー ン が 行 え る と 良い と思い ま す。 こ

れ は労金 さん が一番熱心に 行っていて、 最近その動 き が徐々に 広がってい る と思い ま す。

■ 　 金融機関 と 市民金融

 し か し 社会的に必要 と され る 事業 に対す る 融資の全て を 金融機関が担え る か と言い ま す

と 、 それ は現実的では あ り ません。 金融機関 も その投融資に よ って利益を上げなければな

ら ない訳です か ら、 投融資先に はその 経済的価値、 事業性 を求めてい かなければな ら ない

で し ょ う 。 こ う し た 中か ら既存金融機関 と 市民金融 と の連携 と い い ま すか、 提携が 重要に
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なって く る と思い ま す。 つま り 市民金融が受け皿 と な り う る と い う こ と で、 既存金融機関

が 融資やその他の 協力 を 行 う わけです。 例えば、 長野の夢バン ク さんでは、 地元金融機関

の 方 か ら ボ ラ ンテ ィ ア ・ ベー スでの 審査協力 を得てい ま す。 ま た、 岩手の 信用生協はサ ラ

金の 多重債務者に対 し て融資を 行ってい ま す が、 その資本 を 銀行か ら借 り 入れてい ま す。

こ ち ら では、 無担保で融資を し てい ま すが、 お互い の 信用力に よ って焦げ付いてい ません。

■ 　海外に おけ る 金融機関 と 市民金融の関係

　欧米では こ う いった連携が一つの仕組みに まで発達し てい ま す。 米国では 金融 CSR を 行っ

てい る シテ ィ ･ グ ループ やバン ク ･ オブ ･ ア メ リ カなどが自らか ら社会的なプ ロ ジ ェ ク ト

に 融資 も し ま すが、 それ だけではな く 、 途上国でのマ イ ク ロ ・ フ ァ イナ ン ス に も 関わって

い ま す。 今年は 国連のマ イ ク ロ ･ フ ァ イナ ン ス 年であ る そ う ですが、 地域社会で住民の生

活設計に活用す る小額融資は、 バン グ ラ デ ィ ッ シ ュの グ ラ ミ ン 銀行が 有名ですね。 それ を

模範し て、 上記の金融機関な どはマ イ ク ロ ・ フ ァ イナ ン ス の フ ァ ン ド を 創設 し て も い ま す。

ま た、 イ ギ リ ス の 金融機関では、 金融 CSR の一つの手法 と し て、 ホー ム レ ス救済の た め に、

銀行自身がホー ム レ ス に何か を施す のではな く て、 ホー ム レ ス の自立 を支援す る NPO に 融

資 し ま す。 住所不特定者であ る ホー ム レ ス は口座を 開設で き ない こ と が大 き なネ ッ ク と な っ

てい ま すが、 こ の よ う な NPO は コ ミ ュ ニテ ィ ・ バン ク と し てホー ム レ ス に 金融サービ ス を

提供し て、 それ を元手に 社会活動を 始 め る支援を す る のです。

■ 　 金融 の プ ロ の 参画

　 ま た、 融資だけではな く 、 人材の提供 と い う 分野で も米国です と 、 審査の プ ロであ った

人々が定年後に 非営利金融機関でボ ラ ンテ ィ ア と し て働 く こ と が 常です し 、 ま た、 現役の

金融機関の人々であ って も あ る程度の 年齢を越し ま す と 、 一つの 業務 と し て非営利の 金融

機関や財団で働 き 、 その対価は勤め先か らの給与 と し て出る と い う 仕組み も あ り ま す。

CDC （ Community Development Corporation ： コ ミ ュ ニテ ィ 開発法人組織 ） と い う の は個人で も

企業で も作れ ま す。 つま り CDC を 銀行が作って も い い のです。 金融機関で経験を積んでい

る 、 「お金 を 回す こ と が自分たちの仕事だ」 と思ってい る人々を人的資源 と し て、 社会的

事業に活かせれば さ らに良 い の だ ろ う な、 と 考 えてい ま す。 欧米では こ の よ う な金融機関

と 市民金融 の連携が一つの仕組み と し て根付いてい ま す。 地域が必要 と し てい る介護の形

と はどの よ う な も のなの か、 ホー ム レ ス が自立す る た め に は何が必要なの か と いった こ と

を 日々考 え実践 し て経験を積んでい る NPO と 、 金融の プ ロであ る 審査や フ ァ イナ ン ス を職

業 と す る 金融機関の連携は 金融 CSR の 中で大き な位置を占め るわけです。 つま り 、 金融機

関に と っては、 そ う いった NPO と の連携に際 し て、 事業性 を 考慮 し た上でお互い の 信用 を

い か に築 く の か と い う こ と が 重要になっ て く る のではないで し ょ う か。 日本では ま だ、 そ

の 方向性が見えて き た段階であ って、 大き な流れ と な る た め に は も う 少 し 時間が必要だ と

思い ま す。

■ 　 金融 の 中央集権化の課題

 私の試算に よ る と 、 日本に は １ ５ 億ぐ らい の 口座が あ り ま す。 つま り 、 日本国民は複数
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の 口座を た く さ ん持ってい る のですね。 し か し その う ち １ 兆円ぐ らい は睡眠口座になって

い ま す。 長い間出 し入れ されていない 口座です。 こ の １ 兆円ほど を目標に 口座を変え る ア

ク シ ョ ン を 行 えば、 社会 も変わ る か も し れ ません。 し か も 、 現在は デ フ レです。 デ フ レ の

唯一の 長所は、 金利がつかない と い う こ と です。 こ んな時に は、 「働いて も いない の に、

金融機関にお金 を 預け る だけでお金が増え る なんてい う こ と は、 おか し い こ と なのではな

い だ ろ う か」 と も 考 え られ る か も し れ ません。 こ れは エ コ 貯金 プ ロ ジ ェ ク ト の追い風 と な

るで し ょ う 。 普通であ れば、 銀行に お金 を 預ければ金利がついて、 経済的な価値、 配当が

あ るわけです。 し か し こ の デ フ レではそれ が見込めない ので、 元本 も保証 されては いない

市民金融に出資を し て、 コ ミ ュ ニテ ィ の活性化や自然保護 と い う リ タ ー ン を受け取る こ と

も 選択 し やすい環境であ る と思い ま す。 も ちろ ん 市民金融であ って も法律上は元本保証が

言えない だけであ って、 それ を き ちん と管理す る 組織が あ れば、 実際に は 経済的な配当が

薄い 場合で も元本 は還って き ま す。 そ し て社会的な配当を得る と い う こ と ですね。 こ れ は

綺麗事 に 聞 こ え るで し ょ う が、 こ の よ う な仕組みが描けなければ地域で地域の お金が 回っ

てい かない と い う 現実が あ り ま す。 し か し 、 市民金融について地域を取材 し てい ま し て、

一番難点であ る と感 じ る こ と が あ り ま す。 実は、 地方であ ればあ るほどそ う いった 社会的

な事業に対 し てお金 を出す人 と い う の は 多い のです。 し か し 、 その お金 を活用 し て、 自分

で何か を し よ う と い う ア イデ ィ ア や行動力 を持った人々が大変に少ない。 さ きほど も言い

ま し た よ う に 日本では、 地方自治 と い う 流れ と は反対に、 金融の 中央集権が温存、 強化 さ

れてい ま す。 東京 と い う 大都市は確か に大き な役割 を担ってい る と は思い ま すが、 地方の

お金 を 東京が使 う の は お金が地方で回った後で も い いわけです。 それ だけの富が日本に は

あ り ま す。 日本 は赤字の双子 を抱え る ア メ リ カ と は違って、 マ ク ロでみれば富が蓄積 し て

い ま す。 地域の お金 を地域で回 し て、 そ し てその余剰を 東京に、 さ らに言えば世界に目を

向け る 、 こ う いった こ と を仕組み、 制度に まで昇華 させる こ と が 重要です。

金融商品の需要側 と供給側、 その相互作用 と先に あ る も の ～ 「市民の視線」 ～

■ 　 金融機関の改革、 業態を超え た 金融商品

　 金融担当の 新聞記者―実は私は 編集委員なのであ ま り 記事 を 書 く 機会がない のです が―

が 書 く 内容 と い う の は、 メ ガバン ク や地銀の併合、 あ る い は 業界を超え たビ ジ ネ ス の 融合

であ る コ ン グ ロマ リ ッ ト と いった も のです。 こ の よ う な風潮 も 社会 に と って一つの大き な

意味を 成 し てい る と思い ま す。 「業態」 と い う 言葉を我々は よ く 使 う のですが、 「銀行業

態」 、 「証券業態」 な ど、 業務に よ って さ ま ざ まな規制 も あ り ま し て、 サービ ス の仕方な

どそれぞれ異なってい た のですが、 それ が現在では変化 し てい ま す。 今や、 銀行 グ ルー プ

の傘下に証券子会社が あ り 、 銀行や投資信託の窓口で保険商品を販売す る な ど、 業務の 融

合が見られ ま す。 こ れ まで金融庁の動き を 始め と し て、 金融の大き な流れ と い う の は 金融

機関の不良債権処理 を い か に 進め る か と い う こ と がテーマになって き ま し た。 し か し 今年

４ 月に ペ イオ フ が全面的に解禁 され た後は、 金融庁の改革プ ロ グ ラ ムで も 業態を超え た 市

場形成 がテーマになってい ま す。

第二回エコ貯金フォーラム報告書       23



■ 　 金融機関の改革 と 市民の需要

　 銀行、 証券、 保険を問わずさ きほど言い ま し た よ う なア イ ドル ・ フ ァ ン ド の よ う な も の

を どの 業態で も 開発 ・ 販売を可能に し ま し ょ う と い う こ と になってい ま す。 こ れは 金融商

品の 進歩であ る と と も に、 その購入者であ る私たちに と って も 金融商品の 良 し悪し を自ら

判断 ・ 評価し て選んでい かねばな ら ない こ と を意味 し ま す。 金融商品の供給側であ る 金融

機関の改革は、 その需要側に い る私たちの 行動を予測 し てあ ら ゆ る も の―コ ー ヒ ー まで用

意 し てい る と こ ろ も あ る のですが―をそろ えて、 その一箇所だけですべて を 済 ませられ る

よ う な リ テール の提供 と い う 一面を持ってい ま す。 欧米では、 ワ ン ･ ス ト ッ プ ･ シ ョ ッ ピ

ン グ と言い ま すが、 それは あ く まで一つの販売形態だ と思い ま す。 考 えなければな ら ない

こ と は、 金融商品の供給側だけが改革を し て も 、 本来の私たちの需要が満た され る こ と は

ない だ ろ う と い う こ と です。

■ 　 「市民の視線」 が銀行 を変え る

　 金融 CSR に し て も 、 市民金融に し て も 、 重点が置か れてい る の は、 「利用者」 「需要者」

です。 こ の A SEED JAPAN の活動が全国に 広が れば、 口座が こ ろ こ ろ変わって し ま う わけで

す か ら金融機関は大変です。 ３ 億ぐ らい は た い し た こ と はない のですけれど （ 笑 ） 。 それ

が ３ ０ ０ 億、 ３ ０ ０ ０ 億 と なっ てい く の だ と思い ま すが。 私 も最近、 人々の意識が変化 し

てい る と感 じ ま す。 市民金融の周辺に い る人々を取材 し てい く と 、 自分の お金 を使って、

あ る い は人の お金 を 集めて 「変えな く ちゃ。 こ の ま まではやばい よ 」 と い う 意識を持って、

それ が 行動につながってい る と感 じ ま す。 し か し一方で、 ペ イオ フ全面解禁時に は一般預

金者に は あ ま り 意識の変化が見られなかった よ う に感じ ま す。 確か に個人国債の購入が増

加 し た り 、 中国 フ ァ ン ド を イ ン ド ・ フ ァ ン ド に変更 し た り と い う 動 き と い う の は あ ったわ

けですが、 いずれ も小 さい動きで し た。 そ も そ も ペ イオ フ解禁は １ ９ ９ ５ 年にその延期が

決定されて、 １ ０ 年 を 経 た 今年に施行 され たわけです。 し か し当時 の大蔵省の人に話を伺

い ま し た ら、 「バブル の影響を受けた 金融機関の 回復 も ３ 年 あ れば可能であ ろ う 」 と い う

見解でい ら っ し ゃい ま し た。 し か し余裕を持って猶予期間を ５ 年 と し て、 ９ ６ 年実施を ２

０ ０ １ 年に繰越す と い う こ と だった のですが、 実際は １ ０ 年 を要 し ま し た。 それ に対す る

説明 と い う の は、 「金融機関 の不良債権を軽 く す る だけであ れば ５ 年で可能だった の だ が、

実は こ の背景に は 日本経済社会が戦後に抱え込んでい た構造を変革 し なければな ら ない と

い う 、 制度疲労 と い う 問題が あ った」 と い う も ので し た。 言い訳 と も い え ま すが、 こ の言

い訳 も必ず し も的外れなわけでは あ り ません。 こ の問題では 銀行にばか り 焦点が 行 き がち

ですが、 先ほど も触れ ま し た と お り に 銀行 と い う の は金融活動を通 し て経済社会へ資金 を

提供す る も のです。 し た がってむ し ろ、 その 経済社会の あ り 方が 銀行に与え る影響が大き

い の は当然 と も い え ま す。

　つま り 需要者、 つま り 経済社会が変わ り 、 銀行 を変え る と い う こ と も可能なのです。 例

えば、 地球規模で企業活動を 行 う 金融機関に対 し て、 著 し い 環境破壊を伴 う 開発に 融資を

し ない こ と を求め る と い う 動 き が すでに あ り ま す。 需要者はそ う いった 開発など を詳細に

検査や監査で き ません が、 金融機関はそのチ ェ ッ ク 機能を持ってい ま す。 環境破壊を伴 う

国土開発は、 かつては 日本で も見られ ま し た が、 最近では途上国でのケー ス が あ り ま す。
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こ う いった も の は 経済的 ・ 政治的な合理性 を求め る途上国の政府に は必要な場合 も あ り ま

すが、 融資者であ る 市民の視線か ら その開発プ ロ ジ ェ ク ト を評価す る こ と を 金融機関は求

め られてい る のです。

「みんな、 気づいてい る 。 だ か ら、 行動へ」

　最後にな り ま す が、 apバン ク について感 じ た こ と が あ り ま す。 ミ ス タ ーチル ド レ ン の桜

井 さん や作曲家の小林武 さん らが 創設 し た 市民金融です が、 小林 さん に は直接お話を伺い

ま し た。 彼 らは芸術家です か ら、 さすが、 表現力が豊か と い い ま すか、 こ んな こ と を言っ

てい ま し た。 「みんなが気づき 始めてい る 」 と 。 確か に、 彼 らは気づき 始めてい ま す し 、

金融機関の人 も気づき 始めてい ま す。 も ちろ ん こ の よ う な フ ォ ー ラ ム に足を運ぶみな さん

も当然気づいてい る の だ と思い ま す。 そ う なれば、 やは り 、 気づい た後は 行動です よね。

自分で始め る の も い い し 、 誰か がやってい る の を応援 し て も い い。 現在、 日本の経済社会

は全体 と し て疲弊 し てい ま す。 私たちはそれ が疲弊 し てい る と い う こ と は分かってい る の

だけれど も 、 その疲弊 し た 社会の 中で何を見出 し てやっ てい く べき か と い う 課題が あ り ま

す。 従来は、 こ の よ う な こ と は すべてお役所任せで、 「税金 を払ってい る の だ か らやって

おいてね」 と い う 感覚が あ ったわけですが、 実際 に は お役所は私たちが気づいてい る こ と

を気づいて も いない のです。 日本の 役人は、 社会的に必要 と され、 かつ環境保護の観点か

ら当然に適切だ と思われ る と こ ろ に資金 を流す仕組みを再構築す る と い う 視点を持ってい

ない の が現状です。 それは当然 と い えば当然なの か も し れ ません。 お役所の人間 と い う の

は 金融 を実際に 行った こ と が あ るわけで も あ り ません し 、 やは り 、 金融の こ と は 金融機関

が知っ てい る 、 あ る い は 融資先が あ る程度知ってい るわけです。 つま り 民間の世界ですよ

ね。 ですか ら、 民間の 力が発揮で き る よ う に変えねばな り ません。 行政は 本当の レ フ ェ リ ー

と なって し か るべ きであ り ま す。 気づき を 行動に移す こ と の一つが 「口座が変われば、 社

会が変わ る 」 と い う 今回 の フ ォ ー ラ ム のテーマで も あ る と思い ま す。 今回 の様に、 こ の よ

う な多 く の 金融機関の 方々が パ ネ ラ ー と し てお越 し にな る こ と も前代未聞ではないで し ょ

う か。 き っ と 有意義な議論にな る と思い ま すので期待 し てお り ま す。 それでは、 私の話は

こ れで以上に し た い と思い ま す。

第二回エコ貯金フォーラム報告書       25



26



【 コ ーデ ィ ネ ー タ ー】

A SEED JAPAN 　 木村 　 真樹

【パ ネ リ ス ト 】

A SEED JAPAN （ 理事 　 田辺有輝 ）

女性 ・ 市民信用組合 （ Ｗ Ｃ Ｃ ） 設立準備会 （ 代表 　 向田映子氏 ）

多摩中央信用金庫 （ 業務部主任調査役 　 長島剛氏 ）

中央労働金庫 （ 営業推進部 NPO 推進次長 　 山口郁子氏 ）

東京三菱銀行 （ 総合企画室 CSR 室次長 　 田貝正之氏 ）

三重銀行 （ 審査部 　 土方研也氏 ）
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【司会 （ A SEED JAPAN 木村 ） 】

　 藤井 さん あ り が と う ご ざ い ま し た。 パ ネ ル の司会 を勤め させてい た だ き ま す木村です。

今回の パ ネ ル ・ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の位置づけについて説明させてい た だ き ま す。

　 オー プ ニ ン グでは 企業活動の影響力 が拡大 し てい る と い う こ と を背景 と し て、 「社会性 ・

健全性 ・ サービ ス 性」 と い う ３ つの観点で口座を 選ぶ と い う こ と が エ コ 貯金であ る と説明

させてい た だ き ま し た。 そ し てエ コ 貯金チー ム の 土谷か ら金融機関の 方々に対す る提言を

発表 させてい た だ き 、 日経新聞の藤井 さん か ら こ れ まで取材経験を元に 金融機関の CSR に

ついてお話を い た だ い た と い う 流れ になってい ま す。 そ こで、 こ の パ ネ ルでは、 土谷か ら

提言 させてい た だ き ま し た ３ つの点について、 各金融機関の 方々か ら意見を出 し てい た だ

き た い と 考 えてお り ま す。 まず一つ目は 金融機関の CSR ビジ ョ ン、 二つ目は、 融資を す る

際にふる い を かけ る と い う ス ク リ ー ニ ン グ、 最後に 社会的事業 に お金 を流 し てい く と い う

資金提供をテーマに パ ネ ル ・ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 進 めて参 り た い と思い ま す。

　 「預金者が 選び、 参加す る 金融」 を伝えてい く と い う フ ォ ー ラ ム は日本で も初めての試

みではない か と 考 えてお り ま す。 こ の よ う な フ ォ ー ラ ム に 参加す る と い う こ と も一つの対

話であ る と思い ま す し 、 新 たな金融の流れ をみんなで作ってい こ う と い う こ と で も あ る と

思い ま す。 私は かつて地方銀行で融資を担当し てい ま し た 経験 と現在、 A SEED JAPAN を拠

点に NPOバン ク の 設立 を 準備 し てお り ま す関係で今回は 中立的な立場での 進行役 を頂戴い

た し ま し た。 よ ろ し く 御願い し ま す。 なお、 今回の フ ォ ー ラ ム 参加者について一言お知 ら

せい た し ま す と 、 事前申 し込みは １ ０ ０ 名以上に上 り 、 金融機関関係者、 NPO ・ NGO活動

家、 企業の CSR ・ 環境対策の担当者、 そ し て学生 と幅広い層か ら ご 参加い た だ いてお り ま

す。

金融機関のＣ Ｓ Ｒ についてのメ ッ セージ

【司会】

さ っそ く では あ り ま すが、 パ ネ リ ス ト の皆様か ら金融 CSR に対す る お考 え と実際に携わっ

てい る 事業についての ご説明を 中心に自己紹介を し てい た だ き た い と思い ま す。 それでは

よ ろ し く お願い い た し ま す。

【多摩中央信用金庫  長島剛氏】

　 多摩信用金庫の 長島です。 よ ろ し く お願い い た し ま す。 今回の フ ォ ー ラ ム は、 こ

28

パネルディスカッション「預金者が選び、参加し、創る銀行」
コーディネーター： A SEED JAPAN 　木村真樹

パネリスト： A SEED JAPAN エコ貯金プロジェクト（理事　田辺有輝）

女性・市民信用組合（ＷＣＣ）設立準備会（代表　向田映子氏）

多摩中央信用金庫（業務部主任調査役　長島剛氏）
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東京三菱銀行（総合企画室 CSR 室次長　田貝正之氏）

三重銀行（審査部　土方研也氏）



こ か ら見渡 し ま す と ま るで就職活動中の学生を対象 と し た 企業説明会の よ う で少 し

緊張し てお り ま す。 まず、 金融 CSR に対す る 考 え た 方です。 当方の 会社で も CSR に

取 り 組んでい る と い う も の の、 組織内に CSR に 関 し て理解 し てい る人 と い う の はほ

と んどい ません。 し か し 、 我々は地域に密着 し た 金融機関であ り ま すので、 お客様

であ る地域の生活者の 方々あ る い は 中小企業 の 方々を訪問 し 、 みな さ ま の悩みを一

緒に解決 し てい く と い う こ と を 本業 と し て行ってお り ま す。 こ の 本業 こ そが地域貢

献活動であ る と捉え、 信金ではな く 、 「地域の 企業」 であ り た い と 考 えなが ら活動

し てお り ま す。

【東京三菱銀行  田貝正之氏】

　 田貝です。 よ ろ し く お願い い た し ま す。 金融機関 と い う も の は、 例えば日本中 の

ATM が壊れればそれ だけでパ ニ ッ ク が起き るわけです か ら、 日常業務 を 行 う こ と が

社会的な イ ン フ ラ を提供す る と い う 点ですでに 社会的な責任 を果た し てい る と誤解

し てい る人間が社内に も 多 く お り ま す。 し か し 、 こ れ か らは社会的な課題、 それ ま

で行政が 行 う と思われてい た も のですが、 企業 が取 り 組 ま なければな ら ない時代な

の だ と 考 えてお り ま す。 その 中で銀行 と し ての 役割、 そ し て東京三菱 と し ての特色

あ る 役割 が あ る の だ と思ってお り ま す。 こ の よ う な背景で、 A SEED JAPAN の ア ク シ ョ

ン は １ 兆円は難 し い と思い ま すが、 ２ 千億円ほどは可能だ と思い ま すので、 その点

について も後ほどお話 し た い と思い ま す。

【女性 ・ 市民信用組合 （ Ｗ Ｃ Ｃ ） 設立準備会  向田映子氏】

　私たちの活動は、 金融機関 と い う の は一つのブ ラ ッ ク ・ ボ ッ ク スであ って、 預金

し て も その先が よ く 分か ら ない と い う 気持ちで始 ま ってお り ま す。 子供の こ ろ に私

たちが お年玉を も ら った り し てお金 を手に し ま す と 、 貯金 し た り 預金 し た り す る こ

と が い い こ と だ と言われてお り ま し て、 預貯金す る こ とばか り に気に し てお り ま し

た。 し か し 、 本当は、 その 預貯金が何に使われ、 どの よ う に活か され る の か と い う

こ と が と て も 重要な こ と であ る の に、 それ を私たちは求めないで こ こ まで来て し ま っ

たわけです。 その点で CSR と い う 言葉は ま だ私たちにな じみのない言葉ですが、 金

融機関 は 今後、 どの よ う な経営理念で、 どの よ う な と こ ろ に 融資を し てい る の か、

預貯金 を何に活用 し てい る の か と い う こ と を 預貯金者に も っ と情報提供す る こ と が

必要になって く る と思い ま す。 ま た、 デ ィ ス ク ロ ー ジ ャー誌が発行 されてお り ま す

が、 と て も分厚 く て、 中身を見て も専門用語ばか り で と て も 理解で き ない も のです。

よ り 分か り やすい言葉で説明す る責任が あ る のではないで し ょ う か。

　 お金 の問題 と い う の は 社会 に生き る全ての人々に 関係す るわけですか ら、 その お

金 を 融通す る 金融機関 と い う の は と て も大 き な役割 を持ってい る と思い ま す。 現在、

NPO法人の数が増加 し てお り ま すが、 事業の 立ち上げや運営に際 し てお金に困って

い る NPO も 多 く い ま す し 、 そ う いった 事業に対す る 融資に積極的に 参画す る こ と も

必要であ ろ う と思い ま す。
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【三重銀行  土方研也氏】

　 三重銀行の 土方です。 三重銀行 と い う の は、 首都圏にお住ま い の皆さん に は、 あ

ま り な じみのない銀行か と思い ま すので、 少 し説明 し ま す と 、 四日市市に 本店を置

く 地方銀行です。 サーキ ッ ト で有名な鈴鹿です と か、 三重県の北部か ら愛知県に か

け ま し て営業 を 行っ てお り ま す。

　 金融機関の CSR についてですが、 地方に 行 き ま す と 、 地方銀行 と い う の は意外 と

ま だ ま だ大き な影響力 を持ってい ま す。 ですか ら、 地銀がなん らか の 行動を起 こ す

こ と に よ って、 地域社会で見られ る変革の兆 し を支援 し 、 あ る い はその よ う な動き

がなければ自らが 創 り 出 し て運営 し てい く と い う こ と が地銀の CSR と し て大切なの

ではない だ ろ う か と私は 考 えてお り ま す。

【中央労働金庫  山口郁子氏】

　 中央労働金庫の 山口です。 い よい よ、 金融機関 も ア イデ ンテ ィ テ ィ が求め られ る

時代になった と感 じ てお り ま す。 お客様か らお預 か り し た お金 を どの よ う な意図で

使ってい く の か、 金融機関 と し て融資 と い う 事業 を通 し て何を実現 し た い の か と い

う こ と を提示 し て、 ま たそ こ か ら どの よ う な成果が得られ る の か と い う こ と を皆様

に明瞭に伝えてい かな く てはな ら ない と 考 えてお り ま す。 ま た、 社会的ニ ーズや資

金需要がど こ に あ る の か と い う こ と を私たち職員が ア ンテナ を高 く し て、 見て、 聞

いて、 会社に 新 し い風を取 り 入れ る と い う 、 金融で働 く 者の責任が問われ る 時代に

なって き た と も感 じ ま す。 預金者の 方々 と の 信頼、 ま た 社会の 中での 信頼を一番大

事に し てい き た い と 考 えてい ま す。

【 A SEED JAPAN 田辺有輝】

　私たち A SEED JAPAN の 金融 CSR についての 考 え についてご説明 し た い と思い ま す。

私たちは 金融機関、 特に投融資を 行 う 銀行の CSR と はど う あ るべき か、 と い う こ と

を議論 し た も の を 表に ま と め ま し た。 ご覧 く だ さい。 CSR の 「 R 」 と は、

responsibility、 責任 と い う こ と です か ら、 責任 と い う か らに は、 ど う いった責任が あ

る の か と い う こ と を縦軸に ３ つ項目を 設け ま し た。 法人 と し ては当た り 前に果た す

責任範疇であ って、 違反すれば刑罰が下され る法令順守、 本業であ る投融資を介 し

た 社会的責任行動、 それ と は別に、 利益を どの よ う に活用す る の か と い う こ と で社

会貢献活動です。 ま た、 横軸に はその 社会的責任 を果た す対象、 ステ イ ク ホルダー

を ３ つの項目に分け ま し た。 預金者 ・ 投資家、 融資先、 被雇用者 を 始め と し た 銀行

本体です。

【司会】

　一言だけ付け加 え ま す と 、 A SEED JAPANでは、 プ レゼンテー シ ョ ン に も あ り ま し た よ う

に、 金融 CSR の 中で も 金融機関、 銀行だけがで き る こ と 、 本業であ る 融資業務に CSR の観

点を盛 り 込む こ と を求め、 提言させてい た だ いてお り ま す。 こ ち らの 表に も あ り ま す よ う

に CSR と言って も さ ま ざ まな形が あ り 、 それ は幅広い範囲にわた る と思い ま す。

30
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金融機関のス ク リ ーニング （ 融資先のふるいわけ ） について

【司会】

　 パ ネ リ ス ト のみな さ ま か ら今 CSR についての お考 え を お聞 かせい た だ き ま し た ので、 次

は こ の 融資を通 じ た CSR であ る 「 ス ク リ ー ニ ン グ」 、 つま り 社会的観点か ら融資先をふる

い に かけ る こ と について、 長島 さ ん と 田貝 さん か らお話 し てい た だ き た い と思い ま す。 よ

ろ し く お願い い た し ま す。

【長島】

　 わが社 は一昨年に ７ ０ 周年 を迎え ま し て、 その 際、 昔の資料を紐解 く こ と にな り

ま し た。 昭和 ８ 年、 立川に お いて信用組合 と し て開業 い た し ま し て、 その後に 信用

金庫 と なったわけですが、 やは り そ こで講の話が出て き ま す。 地域でお金の貸 し借

り が難 し い 時に、 お互い の資金 を 融通 し 合お う と い う 発想で始 ま り ま し た 信用金庫

でご ざ い ま す。 そ し て先ほどの 藤井 さん の お話ではない のですが、 信用金庫 と なっ

た後に地域が都市化す る に従って、 ど う し て も都市銀行に追いつけ と 、 、 、 追いつ

く はずがない のですが、 その よ う な感覚で運営 し てお り ま し た。 し か し こ こ数年は、

そ う し た 事業だけを し ていては、 地域に と っては意味がない と い う こ と に気づき ま

し て、 そ こで大き な方向転換を い た し ま し た。

　 多摩地区は 東京都に位置 し てお り ま すが、 大学が ７ ０ 以上、 研究 ・ 開発型企業が

多 く 在地し てい ま す。 ま た、 立川か ら新宿までは、 立川か ら奥多摩へい く のでは同

じ程度の 時間で行け ま す。 多摩地区は ３ ０ の 市町村 か ら な ってお り ま し て、 その 中

多摩中央信用金庫 は 立川の 本店を 中心に出張所 を 合わせま し て ５ ０ の店舗が ご ざ い

ま す。 ま た来年の １ 月に は太平信用金庫及び八王子信用金庫 と の 合併が ご ざ い ま し

て、 ８ ４ の店舗を抱え る 金融機関にな る予定でご ざ い ま す。 そ う な り ま す と 、 多摩

地区最大の信用金庫 と な り ま す。

　私は外回 り を し てい ま す と 、 自分が 「地域の コ ン シ ェ ル ジ ュ 」 の 役割 を担ってい

る と感 じ ま す。 個人の お客様を担当 し て外回 り を す る職員は ２ ９ １ 名お り ま す。 多

摩地域に は ４ ０ ０ 万人ほどの 方が い ら っ し ゃい ま し て、 私たちは外回 り で色々なお

話を伺い ま す。 も ちろ んその 際に は資金運用や商品についての説明を し ま すが、 一

番多い質問 と い う の は 「隣の松 ノ木 が敷地内まで伸びて き た の だけど、 ど う 対処す

ればよい か し ら 」 です と か、 「隣の奥 さん と近所づき あ い が う ま く いっていない の

だけど、 ど う すればい い と思 う ？」 と いった類の も のなのです。 それで 「 コ ン シ ェ

ル ジ ュ 」 と い う 言い 方 を し てい る のですが、 こ う いった 日々の生活での困 り ご と で

あ る税金です と か、 介護の話を 聞 き なが ら問題を解決し てい く と い う の が地域金融

機関の 役割であ ろ う と 考 えてい ま す。 ま た、 法人の お客様を担当す る職員は、 １ ４

４ 名が お り ま す。 法人会社数に 関 し ま し て統計上は １ ３ 万社 と発表 されてい ま すが、

中小企業は実際に はそんなに あ り ませんで、 ６ 万～ ７ 万社であ ろ う と想定 されてい

ま す。 我々はその 中小企業の 方々の た め に、 展示会の 催 し を 始 め と し た さ ま ざ ま な

こ と を し てお り ま す。

　地域での循環についてのお話が あ り ま し た が、 こ のテーマはわが 社にぴった り で
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あ る と言え ま す。 先ほど多摩地区に は ４ ０ ０ 万の 方が在住 し てお り ま す と言い ま し

た。 その う ち １ ０ ０ 万～ １ １ ０ 万の 方 と お取引を させてい た だ いてお り ま すが、 こ

の個人の お客様 と法人企業の お客様に対 し て情報 を お届けす る活動を 行ってい ま す。

「地域で集 ま った お金は地域で使われ ま すので、 ぜひ預金 し て く だ さい」 「 こ の地

域で集 ま った お金は こ の よ う に使われ ま す」 と ご説明す る こ と で、 地域でお金が循

環 し てい き ま す。 ま た、 職員のほ と んどがその地域に 在住し てお り ま す。 私 も八王

子に住んでい る のですが、 町を歩いてい る と昔融資し た 社長に 会って し ま った り し

ま す。 奥 さん と は も っ と よ く 遭遇す るわけですが、 こ う いった状況であ る と 、 悪い

こ と なんてで き ないわけです。 さ きほど 「ス ク リ ー ニ ン グ」 と い う 難 し い言葉が あ

り ま し たけれど、 こ の よ う に通常の点検を やっ てい れば、 地域の た め にな ら ない こ

と は し ません よね。 基本的にそ う いった と こ ろ に 融資を す る と い う シ ステム に はな っ

てい ません。

　 ま た、 美術館、 図書館な ど を 所有 ・ 開放 し てい ま す。 こ の よ う に、 生活の 場、 ビ

ジ ネ ス の 場 と し て こ れ か ら も発展 し続け る 多摩地区を一緒に歩いてい こ う と思い ま

すので、 よ ろ し く お願い い た し ま す。

【司会】

　実は私 も 多摩地区に住んでいて、 大変興味深 く お話を 聞かせてい た だ き ま し た。 その自

分 も住んでい る 「地域の目」 その も の が ス ク リ ー ニ ン グ 機能を持ってい る と い う こ と で し

た。 あ り が と う ご ざ い ま し た。 続いて田貝 さ ん、 よ ろ し く お願い し ま す。

【田貝】

　 今、 多摩信 さん の コ ミ ュ ニテ ィ 、 地域社会への 貢献 と い う 点を色々な視覚素材を

用いて説明 し てい た だ き ま し た が、 わが 社の 場合、 その よ う な各支店で行ってい る

こ と を 今日は ご紹介す る 用意がで き てお り ません。 私の プ レゼンテー シ ョ ン は ２ 枚

の ス ラ イ ド を 用いて 「銀行 と は」 と い う テーマで行い た い と思い ま す。 二枚目の ス

ラ イ ド は、 「公式に は、 銀行がどの よ う に見え る か」 を あ ら わ し た も のです。 公的

な目で見る と 、 銀行は こ の よ う に見えてい る だ ろ う と い う 内容です。 一枚目は 今年

の 東京三菱の 新入行員向けの 研修教材の一つなのですが、 金融の根本がどの よ う に

変化 し てい る か を説明し よ う と す る も のです。

　 まず、 一枚目の ス ラ イ ド についてです。 金融庁 と の 関係の お話を す る 場合に は必

ず、 「銀行法 と は」 と い う こ と にな り ま す。 さ きほど も 業態 と い う お話が あ り ま し

た が、 各業態に よ っ て法律が定め られていて、 銀行 も その法律の レ ール に乗っかっ

てい る と い う こ と です。 こ こ に 銀行法第一条の条文が手元に あ る のですが、 その 文

句 と し ては 「銀行業務の公共性に か ん がみ」 だ と か、 「預金者の保護」 を意識 し た

法律です。 それ に は昭和初期に 銀行 が 非常 に無責任な貸 し出 し を し ま し て、 その結

果預金 の引き出 し がで き な く なった と い う 背景が あ り ま す。 そ し て、 「預金者にちゃ

ん と 預金が返る よ う に 銀行 をちゃん と監督 し な く てはな ら ない」 と い う 枠組みがで

き たわけです。
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　 次に 銀行法 ２ １ 条では、 「だ か ら、 預金者 を安心 させる た め に銀行業務の内容を

預金者 に説明 し な く ては いけ ません よ 」 と 「業務報告書 の縦覧」 と い う 難し い言葉

を使って言 う のですが、 実は IR と呼ばれ る株の投資家へ の説明以前に 銀行は 業務報

告書 と いった も の を店頭に おいて、 今です と 業種別貸出の明細の よ う な も の も含め

て説明を し てい ま す。 し か し 、 先ほど向田 さ ん が おっ し ゃ られ た よ う に、 業務報告

書に は数字ばか り が並んでいて、 人が見て も何の こ と だ か分か ら ない に違いない だ

ろ う と は思い ま す。

　 銀行 の 役割、 社会的使命 と い う の は皆 さん が おっ し ゃ られ る よ う に金融仲介や決

済 シ ステム が 基本です。 ま た デ ィ ス ク ロ ー ジ ャー に 関 し て も 、 預金者が理解で き る

も のでない と いけません。 例えば、 城南信用金庫 さん の デ ィ ス ク ロ ー ジ ャー誌 と い

う の は何種類か あ って、 その 中に は漫画で書 か れてい る も の が あ って非常に分か り

やすい も のです。 可能であ れば、 わが 社の 社会環境貢献活動について も漫画で書か

れ た分か り やすい も の がで き た らい いな と思い ま す。

　 次は、 融資、 投資の お話を し ま す。 融資 と い う の は、 例えば、 企業に貸 し出すお

金、 つま り 企業 か ら見る と借入金です が、 こ れ はその 企業が潰れ た と き に裁判所 が

一番初め に返 し て く れ ま すが、 優先弁済権 と い い ま す。 次に、 出資、 投資 と言われ

る 、 つま り は株ですね。 こ れは、 企業が倒産 し た 際に、 銀行が貸出金 を 回収 し 終わっ

て、 ま だ残ってい る財産が あ った ら それで回収で き る と い う も のです。 その 代わ り

に値上が り 益 も配当金 も も ら え るわけです。 こ の よ う な リ ス ク を 進 んで と る人が株

主 と なっていて、 そ こ までの リ ス ク が取れない と思えば融資を す るわけです。 銀行

は 融資を す るわけです か ら、 審査 を す る目線 と い う の が あ り ま す。 「あなた は、 何

を目的 と し て、 どの よ う な事業 を 行っ て、 どの よ う に お金が 回っ てい る のです か？」

と いった質問に、 ちゃん と し た答え が返って く れば、 それでお金が 回って返済 され

るわけです か ら、 当然お金は貸 し ま す よね。 そ し て、 ちゃん と し た お答え がなけれ

ば、 基本的に 融資す る と い う こ と は あ り えない、 と思ってい た だ いて よい か と思い

ま す。

　 ど こ か らお金 が入って、 ど こ へ出て行 く の か と い う こ と がちゃん と説明で き れば

よい のです。 「NPO だ か ら融資 し ない」 と は 銀行は言ってい ません。 こ の フ ォ ー ラ

ムで議論 されてい る の は、 「社会の問題ってなん だ ろ う 、 環境問題は、 地域の問題

は」 と い う 「問題」 が出発点であ っ て、 「銀行」 が出発点では あ り ません よね。 社

会に は色々な問題が あ って、 その問題を解決す る当事者は多 く いて、 銀行はその一

つであ るわけだ か ら、 銀行は今 まで以上に色々な こ と がで き る のではない か、 と い

う こ と だ と思い ま す。 それでは具体的にど う す る の か と い う こ と にな るわけですが、

今週火曜日に 今年採用 され ま し た 新人 ５ ５ ５ 人を 集めて一時間半の ワー ク シ ョ ッ プ

を し ま し た。 こ こ では 社会目線の 非常に 良い議論が 多 く 出て き ま し た。 い ま か ら入っ

て く る世代が 銀行 を変えて く れ る と い う こ と を私の 回答に変え させてい た だ き た い

と思い ま す。
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【司会】

　 あ り が と う ご ざ い ま す。 私が銀行に い た の は ２ 年半前です が、 その こ ろ にその よ う な研

修はなかった ので う らや ま し いな と思い ま し た。 A SEED JAPAN の 田辺 か ら何か コ メ ン ト が

あ る よ う で し た ら、 お願い し ま す。

【田辺】

　 まず、 長島 さん にお聞 き し た い こ と が あ り ま す。 こ こ １ ０ 年ほど大 き く変化 し て

い る郊外の 経済の動き 、 「超郊外化」 についてです。 戦後に鉄道が 開設 されて、 そ

の後商店街な どは駅周辺に 立地 し 、 国道が整備 され た後に は 土道路沿い に も商店が

集 ま る よ う になった。 郊外の 経済 と い う の は こ の駅周辺、 ま た道路周辺の商業圏が

大き な位置を占めてい た と思い ま すが、 こ こ １ ０ 年ほどは郊外の さ らに奥ま った地

域につなが るバイパ スです と か高速道路が建設 されて、 それ が脅か されてい る と い

う 問題が あ り ま す。 つま り 、 超郊外に外資などの大型巨大ス ーパーなどがで き て、

地域経済の核 と なってい た商店が閉店に追い込ま れてい る と い う こ と です。 多摩信

の 多摩地区 と い う の は 東京のベ ッ ト ・ タ ウ ン と い う 位置づけが大き い こ と も あ り ま

すので、 典型的な郊外 と は い えない か と は思い ま すが、 こ の よ う な問題に た い し て

地域金融 を担 う 金融機関 と し てど う お考 え か を お聞かせい た だ き た い と思い ま す。

　 ま た、 田貝 さん への質問です。 こ れ までの 銀行 と い う の は、 法律に違反 し ていな

ければなん と かなって、 社会的に も追い詰め られ る こ と はなかったわけです。 し か

し 、 法律を守っていて も 、 社会的な問題が 次々 と顕在化 し て き た の が こ こ 十数年の

こ と ではない だ ろ う か と思い ま す。 た と えば環境破壊であ った り 、 法律の下でダム

を建設 し て も その下流の住民の生活を脅か す こ と になった り と いったケー スです。

こ の よ う な法律を守る だけでは 社会問題の発生させて し ま う 状況で、 自ら融資基準

を 設けてそ う いった問題を い か に抑制す る か と い う 姿勢が 重要だ と思い ま す。 つま

り 、 あ ま り に 社会的影響力が大き い も の を脅か す よ う な事業に は 融資 し ない と い う

ネガテ ィ ブな基準 を持つ こ と を 銀行に求めてい き た い と私たちは 考 えてい ま す。 こ

の よ う なネガテ ィ ブな基準 を も って、 融資先をふる い に かけ る ネガテ ィ ブ ・ ス ク リ ー

ニ ン グ を取 り 入れ る動き が、 欧米の 主要な金融機関 を 中心に 広がっ てい ま す （ ※ネ

ガテ ィ ブス ク リ ー ニ ン グ の 事例表 を挿入 ） 。 社会的、 環境的な影響が 多大なプ ロ ジ ェ

ク ト に 関 し ては 融資 し ない こ と を あ らか じ め約束す る 金融機関が増え 始めてい る の

です。 日本に 関 し てい い ま す と 、 国際的なプ ロ ジ ェ ク ト ・ フ ァ イナ ン ス に 関 し ま し

ては金融機関 よ り も商社が 多 く 参加 し てい る と い う の が私の感触で し て、 それ も ネ

ガテ ィ ブ ・ ス ク リ ー ニ ン グ の取 り 組みが遅れてい る要因の一つであ ろ う と は感 じ て

お り ま す。 し か し 、 欧米の 銀行では、 ネガテ ィ ブ ･ ス ク リ ー ニ ン グ の他に も 、 自ら

の エ ネ ルギー消費の消費量を公開 し た上でその削減に取 り 組むです と か、 植林事業

に 関 し ては 第三者 か ら持続的開発であ る こ と を認証 され た も の に限って融資す る と

こ ろ が増えてい ま す。 それは違法伐採 と いった ネガテ ィ ブ ･ ス ク リ ー ニ ン グ だけで

はな く 、 さ ま ざ ま な基準 をつ く っ て さ ま ざ まな次元で社会環境貢献 を 本業で行 う 動

きです。 こ う いった風潮が あ る 中で、 国際的な業務 を展開 し てい る メ ガバン ク と し
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て、 大規模な海外プ ロ ジ ェ ク ト に 関 し ま し てど う いった姿勢で取 り 組 んでい る の か

と い う こ と を お伺い し た い と思い ま す。

【長島】

　確か に八王子など、 交通の便が い い地域に は大型店の出店が進 んでい ま す。

そ し て、 それ に伴い駅前の商店街やデパー ト が衰退す る 、 と い う 事例 も数多

く 起き てい ま す。 こ う し た 中、 地元で買い物を し よ う 、 地元を活性化 し よ う 、

と い う 「エ コ 貯金」 的な動き は、 私 も起 こ ってほ し い と思い ま す。 し か し 、

地元だ か ら と いって古 く て高い も の を買 う で し ょ う か。 地元企業で も 、 努力

を し なければ、 市場か ら撤退せざ る を得ない の は仕方のない こ と だ と思い ま

す。

　 やは り 、 こ の町に住んでいて良かった、 と思え る よ う な店が あ り 、 企業 が

あ り 、 そ こ に人が増え る こ と で、 街が活性化 し ま す。 今では生活の 場であ る

と同時に、 ビジ ネ ス の場 になってい る 多摩地域ですが、 住みやす く 、 仕事 も

し やす い街 と し て活性化す る た め の支援を し てい き た いです。

【司会】

　 常に地元に対す る視線を お持ちなのですね。 続いて、 田貝 さん、 ネガテ ィ

ブ ・ ス ク リ ー ニ ン グ についてい か がで し ょ う か。

【田貝】

　 本日 の資料に、 環境や人権に配慮し た 融資基準 を 設けた海外の大銀行が紹

介 されてい ま すが、 それ は、 違法伐採に 融資 し て き た欧米の 銀行が い た か ら

にほかな り ません。 日本の 銀行は、 資源国収奪の歴史をそれほど持っていな

い ので、 出発点が違 う と思い ま す。 し か し 、 昨今では悪い こ と を し ていない

こ と を はっ き り 言わない と 「 き っ と やってい る に違いない」 と思われ る風潮

が あ る ので、 東京三菱では 環境方針 と 社会 ・ 環境的な融資の 代表的事例を ホー

ム ペー ジで紹介 し てい ま す。

　 ネガテ ィ ブ ・ ス ク リ ー ニ ン グ と い う 言葉は使い ません が、 銀行 が 行っては

いけない こ と については 銀行法などで数多 く 定め られてい る ので、 あ る面で

は かな り の も の が排除 されてい る も の と思って く だ さい。 他方、 こ んな こ と

が言え る と思い ま す。 例えば手元の こ の紙 も原料に は違法伐採の 木材が混 じ っ

てい る か も し れ ません。 も し 、 みな さん が こ の紙を買わなければ、 木材を輸

入す る商社や製紙会社の事業が成 り 立 たな く な り 、 その 企業に 融資を す る こ

と はで き ません。 と こ ろ が 「社会的に悪い面 も あ る が、 みんながその商品を

買ってい る 」 と い う 状況では 「それ は社会的に認め られてお り 、 し か も お金

もついて回っていて、 き ちん と 回収 もで き る 」 と 銀行側は判断 し ま す。 最終

的に 融資基準 を決め る の は 社会なのです。 ま た、 バブル時に 「最大限に 環境

配慮し た 設備です」 と 立派な設備 を披露 し て く だ さ った 社長 さん が 多 く い ま
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し た が、 どんなマーケ ッ ト にどんなシ ェ ア を持っていて、 こ の 設備 を使って

ど う 利益を上げる の か、 と 聞いて も き ちん と答え られない。 肝心の 本業が お

ろそか になってい た のです。

　 その反省に 基づいて、 現在銀行 と し ては、 借 り 手であ る 企業がどの よ う に

本業 を 考 え、 どの よ う に社会的責任 を果たそ う と し てい る の か、 それ に よ っ

てお金がど う 回 る の か を 審査 し ま し ょ う 、 と い う 流れ になってい ま す。 銀行

と し ての 本来の姿に戻 り つつあ る の だ と思い ま す。

【司会】

　 ア リ ス セ ン タ ーの 『た あ と る通信』 16号で も 、 公共性 と収益性のバ ラ ン ス を ど う と って

い く か が 金融機関の課題 と指摘 されてい ま すが、 東京三菱 さ ん も ま さにそのバ ラ ン ス を と

り 始めてい ら っ し ゃ る の か と思い ま す。

　 次に、 他の 金融機関の方 に も 融資審査の際 のポ イ ン ト と それ に あ たっての取 り 組みを伺

い た い と思い ま す。 向田 さ ん か らお願い い た し ま す。

【向田】

　 融資基準については、 地域社会 を豊か に す る 事業 かど う か が最大のポ イ ン ト です。

私たちは神奈川県 と い う 地域に 融資先を限定 し てい ま すが、 それ は地域の中で助け

合い た い、 と い う 理由に 加 えて、 融資す る 際に大事なの は情報 だ か ら です。 同 じ地

域であ れば、 その 事業が地域の 中でど う 役立ってい る か、 採算性や継続性が担保で

き てい る か、 と い う 情報が 集め やす く 、 コ ミ ュ ニテ ィ のなか に いなければわか ら な

い こ と も 多い のです。 北海道や九州に まで調査 を し に い く わけに い き ません か らね。

　 ま た、 何よ り も大切なポ イ ン ト は 「何 と し てで も や りぬ く ぞ」 と い う 、 事業 に 関

わ る人たちの気構えですね。 ア メ リ カ の コ ミ ュ ニテ ィ バン ク で調査 を し た 方 か ら、

融資に あ たって最 も 重要な こ と は、 やってい る人たちの 性格だ と い う 話を 聞い た こ

と も あ り ま す。

【土方】

　私は審査部で、 普段は 第三者保証な し の無担保ビジ ネ ス ロ－ンなど、 各種貸金審

査 を担当 し てい ま す。 そ う し た 立場か ら申し上げる と 、 銀行 が 審査 に あ たって最 も

気に す る こ と は、 「融資先が結果的に悪 さ を し て し ま った」 と い う 事態です。 こ う

し た 場合、 銀行は世間か ら非常に叩か れ る た め、 融資に は慎重にな り ま す。 NPO団

体への 融資については、 地域に必要な事業であ る な らば、 NPO団体であ る と い う だ

けで制限 し てい るわけでは あ り ません。 し か し 正直に言って、 と っつき に く い、 と

い う こ と は あ り ま すので、 銀行側 も NPO の こ と を よ く 知って、 お互い に歩み寄って

い く こ と が大事だ と思い ま す。

【山口】

　 中央 ろ う き ん が NPO に 融資す る 際に は 4 つの 基準が あ り ま す。 ①経営評価。 代表
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者の 考 え や団体の ミ ッ シ ョ ンです。 ②組織運営。 理事会の 機能や、 民主的な意思決

定が 行われてい る の か、 理事の 経験な どです。 ③事業評価。 その 事業が地域の 中で

果た す役割はどんな も の か。 ④財務評価。 事業 の収支の状況です。 ④財務評価以外

は、 数値化す る こ と が ま だ難 し い 部分です。 NPO と いって も 多様な事業や形態が あ

る た め、 必ず現場に足を運び、 理事会 メ ンバーや代表者に 会っ てい ま す。 それで も 、

金融機関だけで NPO を見極め る の は難 し い と 考 え、 中間支援組織や NPOバン ク と の

連携が必要だ と思ってい ま す。 そ し て、 情報 セキ ュ リ テ ィ に は 十分注意 し なが ら で

すが、 ノ ウハ ウや情報 を共有 し循環 させる こ と で、 大き な可能性が 広が る と思い ま

す。

【司会】

　 それでは、 こ こでフ ロ ア と の質疑応答の 時間を 設けた い と思い ま す。

【フ ロ ア】

　 田貝 さん に お伺い し ま す。 新入社員研修の中ではどんな議論を促 し た ので し ょ う か。

【田貝】

　 新入社員は 銀行で数多 く の ルール を覚えてい く 中で、 銀行員目線で し か物事 を見

られな く な り ま す。 今回の 「チャールズ ・ マサンバの話」 を 用い た 研修の狙い は、

彼 らに も っ と 広い視野か ら、 社会の さ ま ざ まな問題に対し て銀行 がどんな役割 を果

た す こ と がで き る か、 その可能性 を 考 えて も ら う こ と です。 「融資を す る前の段階

で持続可能な国の発展の あ り 方 を 考 えねばな ら なかった のではない か」 「日本に は

金融資産が あ る か ら、 途上国等の 社会開発フ ァ ン ド を作って公募し てはど う か」 と

いった議論を す る こ と で、 将来に 向けて頭を やわ らか く し てお く こ と が必要だ と 考

えてい ま す。

　 ま た、 利益について も こ れ が誰の も の か について議論し 、 寄付す るほか に も 、 社

会開発の問題に対し て、 金融 と い う 手段を使ってどんな こ と がで き る か を 考 えて も

らい ま し た。

【フ ロ ア】

　質問 と意見が 3 点あ り ま す。 1 つ目は国債、 特に米国債の問題です。 金融機関で働いて

い る 方で、 米国債が 本当に戻っ て く る と思ってい る 方はどの く らい い る ので し ょ う か。 私

は到底戻っ て く る と は思え ません。 ア メ リ カ の政府関係者で IMF な どに 関係 し てい る人た

ちが 3 本の レポー ト を 書 いてお り 、 その 代表が、 ネバダ レポー ト です。 財政破綻後の日本

を ど う 処理す る か について書 か れてお り 、 日本の資産がガ タ ガ タ にな り 、 日本の株式は買

い あ さ る こ と がで き る と されてい ま す。 日本の財政破綻は 時間の問題だ と思い ま すが、 こ

う い う 状況で日本国債を買い、 それ が米国債に 化け る と い う の はサギに等 し い。 こ う い う

状況についてど う 考 えてい ま すか。

　 2 つ目はペ イオ フ の問題です。 金融危機が来た と き に は、 せっか く 「エ コ 貯金」 でお金
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を移 し て も小 さい 金融機関はどんなに健全で も破綻 し やす く 、 我々が変えてい き た い と思っ

てい る メ ガバン ク は 国が救済す る 、 と い う 状況が生ま れ る こ と を危惧 し ま す。 「エ コ 貯金

ナビ」 チー ム の 方々に は、 その こ と を伝え る必要が あ る のではないで し ょ う か。

　 3 つ目が NPO への 融資制度の問題です。 こ れ は一般の融資 と は質が違 う と思い ま す。 市

場原理 の拡大に伴い、 穴の 開い た領域がで き て し ま い ま す。 社会 が 成立す る た め に は必ず

必要だけれど も 、 行政 も その穴を埋め に く い、 と い う 領域です。 かつては相互扶助で培わ

れてい た 部分 も 、 戦後崩れてい き ま し た。 こ の領域の た め に NPO が 立ち上が る のですが、

市場原理では埋め られない以上、 も と よ り 充分な利益は あ が ら ない のです。 こ う し た

NPO への 融資は低金利であ る必要が あ り 、 制度を 準備 し てお く 必要が あ り ま す。 日本に

は NPO への優遇税制が あ り ません が、 融資制度 と同時に他の制度 も整備す る こ と が 重要だ

と思い ま す。 例えば、 ド イ ツの自然エ ネ ルギー制度の 場合、 固定価格での買取制度が あ る

か ら投融資の 回収が き ちん と 行われ る のです。

【司会】

　 どなた か お答え い た だけ ま すか。

【田貝】

　 まず、 日本国債の問題は 本質的な問題だ と思い ま す。 日本は毎年、 国債の利払い

だけで税収の半分以上を使ってい る か ら です。 今後、 金利が上が る と言われてお り 、

現在の低金利で税収の半分を使ってい るわけです か ら、 金利が 1 ～ 2 ％になれば使

え る税収は さ らに減ってい き ま す。 です か ら、 放っ ておけば、 理論的に は ア メ リ カ

が破綻す る前に 日本は破綻す る と の 考 え 方 も あ り え ま す。 こ の問題は 国民 1 人ひ と

り が抱えてい る問題であ り 、 一企業にで き る こ と は限られてい ま す。

　 次に ペ イオ フ の話ですね。 メ ガバン ク と地方の 銀行 と の 役割は も と も と違い ま す。

た ま し ん さ ん は 立川を 中心に数多 く の店舗を お持ちですが、 東京三菱は例えば立川

市に は 1 支店し か あ り ません。 た ま し ん さん の 場合、 日常的なチ ェ ッ ク がで き る と

の こ と ですが、 当社の 場合 3 ヶ月に 1 回程度のチ ェ ッ ク し かで き ない取引先 も出て

く るわけです。 地域に近いほど情報に も 経営に も近い た め、 む し ろ地域の 金融機関

のほ う が不良債権比率は低 く な り 、 メ ガバン ク が 国債などの影響でや られ る 、 と い

う こ と も起 こ り 得る と思い ま す。 た だ し 、 不動産など本業以外の 部分に お金 をつぎ

こ んでい く と 、 地域金融機関の 方が体力がない た め、 先に倒れ る だ ろ う 、 と思い ま

す。

　最後に NPO への 融資制度の問題ですが、 そ も そ も NPO法 と い う 法律がで き た こ ろ

か ら歪みは あ るわけです。 例えば、 ア メ リ カでは、 銀行か らお金 を借 り る こ と を オ

ル タ ナテ ィ ブフ ァ イナ ン ス と呼ん だ り し ま す。 その く らい、 起業な ど を す る 際に は

投資家か らの直接金融が一般的であ り 、 融資はつなぎ資金程度だった り し ま す。 と

こ ろ が、 日本は間接金融の比率が 非常に高い ので、 銀行に頼 り ま す。 こ れは、 1 人

ひ と り が リ ス ク を と る 文化 を持っていない た めです。 日々、 自分の生活のなかで自

分の 事業や自分の ス キル が い く ら で売れ る の か、 と い う 市場感覚が薄い ので制度的
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な歪みが出る の は当然だ と思い ま す。

【向田】

　 NPO の問題 も制度の問題ですが、 国債の問題 も制度の問題につなが るで し ょ う 。

預貸率を上げる 場合、 貸せば貸すほど自己資本比率は下がってい き 、 4 ％以下にな

れば業務停止命令が下るわけです。 こ れ に対 し て、 預消率 と い う 言葉が最近生ま れ

ま し た。 預金に対す る 国債などの買った も の の 割合ですが、 こ れ は現在どんどん増

えてい ま す。 銀行は 「融資の需要がない か ら 」 と言 う か も し れ ません が、 安易に

「安全なお金」 と い う こ と で国債などの債券に お金が流れてい る のではないで し ょ

う か。 私は 金融庁の 金融検査マニ ュ ア ルなど、 制度に も問題が あ る と思い ま す。

　 ま た、 先ほど田貝 さん は 「私たちが リ ス ク を負っていない」 と い う 話を され ま し

た が、 自分たちの住む地域社会 を豊か に し た い と 考 え る な らば、 ま さに リ ス ク を と っ

てで も 、 地域の 銀行に自分の 預金 を移 し変えてい た だ き た い、 と思い ま す。 信用金

庫が破綻 し た背景に は、 金融庁な どの検査側の問題 も あ る と思い ま す。 1 県に 信組

は 1 つでい い、 と い う の は検査す る側の、 簡単に 審査す る た め の論理です。 も ちろ

ん、 コ ミ ュ ニテ ィ バン ク側に も デ ィ ス ク ロ ー ジ ャーや経営者の 選任など色々な問題

が あ り ま すが、 それ だけでな く 構造的な問題が やは り 存在す る と思い ま す。 その こ

と を見抜き 、 「地域金融機関は危ない」 と言 う だけではな く 、 お金 を 預け、 そ し て

「預金 を ど う 使ってい る の か公開 し な さい」 「 も っ と こ う いった と こ ろ に 融資 し な

さい」 と物申 し てい く こ と が、 金融 を変えてい く こ と にな る の だ と思い ま す。

　 NPO への 融資制度の問題についてですが、 藤井 さん がおっ し ゃ った よ う に、 市民

金融 と 主流金融機関 と の連携が 重要だ と 考 え ま す。 私たちWCBで も 、 融資す る お金

が不足 し た と き 金融機関が貸 し て く れず、 お金 を持っていそ う な NPO法人を 回って

集め た こ と が あ り ま し た。 ですか ら、 いわば中間支援組織の よ う な存在であ る

NPOバン ク に メ ガバン ク が低利で融資す る 、 と い う こ と も あ ってい い と思い ま す。

何十兆円 と い う 大き な産業になった消費者金融です が、 メ ガバン ク や地銀はそ こ に

非常に低利で融資を し てい ま す。 であ れば NPOバン ク に も低利で融資を すれば、 そ

れ は金融機関 の CSR を高め る こ と にな る と思い ま す。
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社会事業への資金循環ついて

【司会】

　 それでは後半は、 社会問題を解決す る 事業 を支援す る資金循環、 と い う テーマで進 めて

い き た い と思い ま す。 WCB、 三重銀、 中央 ろ う き ん、 それぞれ の取 り 組みを 順に お伺い し

てい き ま す。

【向田】

　私の話は、 「今 まで と違った や り 方でお金 と付き 合お う 」 、 と い う 趣旨の内容で

す。 私たちは、 女性 ・ 市民 を 中心 と し た 銀行 を作ろ う 、 と い う 目的で集 ま った団体

です。 私たちは、 信用組合 を作 り た い と 考 え、 こ れ まで も旧大蔵省や金融庁 と折衝

し て き ま し た が、 現在の よ う に利ざ やが少ない中では 設立は難し い と判断し 、 こ の

活動で集 ま った出資金 を元手に、 現在は出資 し た 者同士で助け合 う 活動を し てい ま

す。

　貸し倒れ は全 く 無 く 、 透明性 を高め る た め 広報誌を 年 4 回発行 し てい ま す。

　 こ の よ う な活動を 始 め る背景についてお話 し ま す。 バブル が 1990 年に弾けて、 北

海道拓殖銀行な どの 金融機関が破綻す る 中で、 自分たち と 金融機関 と の付き 合い 方

を 考 え る よ う にな り ま し た。 い ろ んな問題が あ った の に、 見過ご し て き た のではな

い か と思った のです。 私は生協の活動を し て き ま し た が、 組合員 か ら た く さん の 市

民事業 が生ま れて く る 中で資金 が不足す る 事業 も出て き ま し た。 そ こで、 不足す る

資金の借 り 入れ を 金融機関に申 し込ん だ と こ ろ こ と ご と く 断 られ、 私募債を募った

り 生協 か ら借 り た り と 、 苦労 し て資金調達 し た こ と が 20件ほど あ った のです。 それ

な ら、 自分たちで協同組合形式の 金融機関 を作れない か、 と 考 えて設立準備会 を 立

ち上げま し た。

　 今 までの日本の金融機関の問題は何で し ょ う か。 公的資金の投入、 銀行 の メ ガバ

ン ク 化の是非、 国の 方針 と結びつい た 信用組合の破綻、 銀行の消費者金融への低利

融資や参入に よ る 多重債務者の増加、 などが あ り ま す。 一方で、 世界では 「グ リ ー

ンバン ク 」 や 「ソー シ ャルバン ク 」 と呼ばれ る オ ル タ ナテ ィ ブな金融の流れ が起 こ っ

てい ま す。 市民事業や環境配慮型の 事業に 融資を す る こ う し た 銀行は、 私の知る限

り ド イ ツ、 オ ラ ンダ、 ノ ルウ ェ ー、 ス イ ス、 イ タ リ ア、 オ ー ス ト リ アなど 9 カ 国に

あ り ま す。 例えばイ タ リ ア のバン ク の 場合、 社会性 を地域の組合員が 審査 し 、 財務

を 本社が 審査す る と いった分業 も 行われてい ま す。 こ う し た 銀行同士は横のつなが

り が と て も強い の が特色です。 ア メ リ カ に は 1990 年代に 200 行近 く の コ ミ ュ ニテ ィ

銀行が生ま れ、 現在では 9,000 行以上あ り ま す。 ア メ リ カ は地域を大事にす る 国で、

自分の お金は地域の中で回す、 と い う 意識が と て も強い国です。 マ イ ク ロ ク レ ジ ッ

ト が約 70 カ 国に あ る こ と はみな さん ご存知で し ょ う し 、 地域通貨 も注目され る動き

です。

　私たちの 融資審査委員会に は 金融機関の プ ロ は一人 も い ません が、 自身で市民事

業 を 行って き た人間が 融資審査 を 行ってい ま す。 こ れ まで 72件を 融資 し て、 一回 も

貸 し倒れ がない こ と が、 私たちの自慢です。 も し こ れ か ら NPOバン ク を作 り た い と
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い う 人に は、 資料や ノ ウハ ウ を提供 し た い と思ってい ま す。 ぜひみな さ ん の地域で

も 、 こ う し たバン ク を作ってい た だ き た い と思い ま す。

【土方】

　 三重銀行は、 循環者 フ ァ ン ド と い う 地域通貨を活用 し た資金循環の仕組みづ く り

に 参画 し 、 それ を 組み合わせて J マネ ー定期 と い う 商品を 開発 し ま し た。 も と も と

三重県は北川知事の と き NPO の支援に 力 を い れて き た先進的な県で、 NPO活動が比

較的に盛んで し た。 し か し 、 資金面では他県 と変わ らず、 融資制度は も ちろ ん、 助

成や補助などが不十分で し た。 ま た、 コ ミ ュ ニテ ィ の 関係性 も希薄化 し てい ま し た。

そ こ で、 こ う し た問題を解決 し た い と 考 え、 地域の NPO の 方々や三重県職員 ら と 協

力 し なが ら、 循環者 フ ァ ン ド の仕組みを作って き ま し た。

　 こ の仕組みのポ イ ン ト は、 次 の よ う にな り ま す。 個人や企業 か ら寄付を募 り 、 そ

れ を 三重銀 グ ループ も支援 し てい る J フ ァ ン ド事務局が、 寄付者の指定 し た NPO団

体に橋渡 し し ま す。 その寄付に対す る感謝の印 と し て、 四日市発の地域通貨 J マネ ー

を発行 し ま す。 その J マネ ー を触媒 と し て、 人 と人のつなが り 、 地域社会の構成員

の交流を目指すのです。 既存のビ ジ ネ ス の 中で も 、 こ の お金 を使え る よ う になって

い ま す。 J マネ ー を受け入れ る 企業や商店が 70店あ り 、 三重銀 も振 り 込み手数料 と

し て一部受け入れてい ま す。 こ う し た 企業は、 た ま った J マネ ー をボ ラ ンテ ィ ア活

動に対す る謝礼 と し て支払った り 、 役職員に贈呈 し た り し ま す。 こ う し て、 ま た

J マネ ーが 市民に戻ってい き ま す。

　 三重銀は こ の地域通貨 と 、 定期預金 を 組み合わせま し た。 J マネ ー定期を 10万円

分預金す る と 、 利息に 加 え 三重銀が 100 万円の寄付を し て手に入れ た J マネ ーの う

ち、 100J が も ら え る のです。 こ の商品は好評を博 し 、 10億円の販売枠を 順調に消化

し ま し た。 預金者か らは 「三重銀 の お堅い イ メ ー ジ が変わった」 と いった声 も い た

だ き ま し た し 、 NPO か らは 「 J マネ ー を通 じ て、 企業 と の接点を持つ こ と がで き 、

それ自体が プ ラ ス だ」 と い う 声を 聞 き ま し た。 こ の活動を通 し て、 三重銀 も NPO と

の接点が 広が り 、 経営層に も NPO の 融資制度を求め る声が届 く よ う になってい ま す。

【山口】

　 ろ う き ん は労働組合や生活協同組合 が お金 を出 し 合って作った 金融機関です。 働

く 人たちが相互に 助け合 う こ と た め の、 営利を 第一の目的 と し ない 金融機関です。

ですか ら、 預金は 働 く 人々の生活資金や住宅資金、 労働組合の活動資金 と し て融資

され ま す。 労働金庫法で、 営利を目的 と し た 事業に は 融資で き ない こ と が定め られ

てい ま す。

　 そんなろ う き ん が NPO を応援す る 理由は、 一つに は NPO と ろ う き ん の 理念に共通

点が 多い こ と が あ り ま す。 一方、 NPO の現場では、 ヒ ト ・ モ ノ ・ カ ネ が不足 し てい

る う え、 新 し い存在であ る た め に 信用力に乏 し い、 と い う 悩みが あ り ま す。 市民活

動が、 最大限にその 力 を発揮す る た め の 社会基盤が整っていない のです。

　 その現状に対し て、 金融機関にで き る こ と は何か を 考 え、 3 つの取 り 組みを 開始
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し ま し た。 1 つ目は、 NPO への 助成プ ロ グ ラ ム を 1998年に 立ち上げま し た。 そ し て、

さ らに 成長 し 、 今度は 事業化 し た い と い う 団体の た め に 2000 年に 融資制度を 開始 し

ま し た。 こ れ は、 NPO法人対象の融資制度 と し ては 国内で初めてで し た。 ま た、 ろ

う き ん は 働 く 人々が、 自分の 預金 を使って運動を 行 う と い う 運動性の あ る 金融機関

ですので、 さ らに、 預金者の 方に 参加 し てい た だけ る よ う 寄付型の 預金商品を販売

し ま し た。

　 融資制度の 「NPO 事業サポー ト ロ ー ン」 は、 無担保で 500 万円、 担保が あ れば

5,000 万円を 融資 し ま すが、 ほ と んどの団体に無担保で利用い た だ いてい ま す。 発

売か らの 5 年間で 13の ろ う き ん の う ち 11に 広が り 、 142 件、 約 9 億円の実績が あ り

ま す。 中央だけな ら 55件でお よ そ 3 億円です。

　私たちに は 金融機関 と し てお手伝いで き る こ と と で き ない こ と が あ り ま す。 例え

ば地域の介護や職場の問題などに対 し ては、 で き る こ と は限られてい ま す。 そ う し

た 場合、 地域に根ざ し て社会的に 有用な活動を し てい る NPO と 協働す る こ と で、 社

会 を よ り 良 く す る こ と を 金融機関 と し て始め ま し た。 社内では こ う し た取 り 組みを

グ ッ ド マネ ー と い う 呼び方 を し てい ま す。

　私の 考 え る ろ う き ん の CSR は、 働 く 人の 預金 を生か す福祉金融機関 と し て、 ま た、

労働組合や生協、 NPO と と も に 社会 を よ り よ く す る運動体 と し ての両輪で動いてい

く こ と だ と思い ま す。 わた し たちを と り ま く 問題は何か を見出 し 、 そ し てその問題

を 金融機関が持つさ ま ざ ま な機能を通 じ て解決す る た め、 人や情報 を循環 させる 役

割 を 金融機関は も っ と担 う こ と がで き る と思い ま す。

【司会】

　 WCC 、 三重銀行、 ろ う き ん の 三者か ら発表い た だ き ま し た。 多摩信 も地域向けの 事業

を 行ってい ら っ し ゃい ま すが、 関連 し てお話を い た だけないで し ょ う か。

【長島】

　 た ま し んでは NPO への 融資を 行ってい ま す。 支店では最初なかなか対応が難 し い

と い う 声が あ り ま し た。 そ こで各支店に教育を す る と と も に、 本部に NPO に ア ド バ

イ ス し指南す る 機関 を 設け ま し た。 その う えで、 ま た各支店で決裁を す る よ う に し

た こ と で、 う ま く い く よ う になった と思い ま す。

【司会】

　 それでは、 会場か ら質問は い か がで し ょ う か。

【フ ロ ア】

　未来バン ク の理事長 を し てお り ま す田中です。 質問ではな く 、 コ メ ン ト を し ま す。 私は

今回の話を 聞いて 「合成 の誤謬」 と い う 言葉を思い出 し ま す。 みんなが い い こ と を やって

い る はずなの に、 結果 と し て世の 中は悪 く なってい る 、 と い う 問題です。 環境 も破壊 され、

戦争 も起 こ り 、 人々は追い詰め られてい る 。 ど う し て こ んな こ と になって し ま う の か、 大
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変疑問に思い ま す。

　私たち未来バン ク は、 お金 を使った 市民運動を し てい ま す。 市民運動が 中心で、 お金は

あ く までツー ルなのです。 それ が 市民事業や市民融資 と呼ばれてい る の だ と思い ま す。 合

成の誤謬が起 こ る の は、 こ う し た さ ま ざ まな活動が全体の 中では ま だ点の動きで し かない

こ と が あ るで し ょ う 。 ま た、 こ こ に い ら っ し ゃ る 方々 も含め、 未来の結果に対 し て責任 を

取る 、 と い う 姿勢が ま だ 十分ではない のではない か、 と思い ま す。 環境破壊を し てい る 事

業に 融資を し て し ま ってい る 、 戦争に使われ る資金 を提供 し て し ま ってい る 、 と い う 現状

が あ る 中で、 どの よ う に責任 を と っ てい く の か が問われてい く のではないで し ょ う か。

　 こ の問題については、 第一義的に は やは り 預金者に責任が あ る の だ と思い ま す。 田貝 さ

ん が おっ し ゃ った よ う に、 預金者 が変わ ら なければ金融機関 も変われない、 と い う こ と が

あ る と思い ま す。 こ れ まで、 市民側の声の上げ方が足 り ない、 そ し て企業が 市民の声を 聞

かない、 と い う 状況が あ り ま し た。 どち らか が歩み寄 ら ない と 、 こ の 「合成の誤謬」 は解

決 し ないで し ょ う 。 そ し て、 い い思い を形に し てい く た め に、 お金は非常に い いツールな

ので、 こ れ か ら も お金の流れ を変え る動き を伸ば し てい き た い と感 じ てい ま す。

【司会】

　 ま さに、 本日のテーマ 「預金者が 選び、 参加 し 、 創 る 銀行」 の よ う に、 預金者が変わ ら

なければいけない、 と い う メ ッ セ ー ジ い た だ い た と思い ま す。 あ り が と う ご ざ い ま す。

預金者へのメ ッ セージ

【司会】

　 それでは、 最後に パ ネ リ ス ト のみな さ ま か ら、 預金者への メ ッ セ ー ジ を一言ずつお願い

し ま す。

【長島】

　 信用金庫 と し て、 ではな く 「地域の 金融機関、 企業」 と し て今後 も歩んでい き た

い と思い ま す。 地域の 中で皆さ ん に認めてい た だけ る よ う に が んばってい き ま す。

【田貝】

　 メ ガバン ク は こ れ までつぶれない、 信用、 ブ ラ ン ド 、 と い う こ と で し か見られて

き ませんで し た が、 今やつぶれない 銀行だ か ら と いって選ぶ時代ではな く なっ て き

た と思い ま す。 メ ガバン ク な ら では の全国区 ・ グ ロ ーバルでの特色を出 し 、 それ に

よ って選んでい た だけ る 銀行であ り た い と思い ま す。

【向田】

　 GLS コ ミ ュ ニテ ィ 銀行の ス ロ ーガン に 代 え た い と思い ま す。 今 まで と違った や り

方でお金 と付き 合お う 。 つま り 気づい た ら行動 し よ う 、 と い う こ と です。 さ あ、 預

金 を移し変え ま し ょ う 。
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【土方】

　 J マネ ー定期を発売 し た こ と で、 こ の趣旨に賛同し て買って く れ る人が確か に い

ら っ し ゃい ま し た。 今後 も こ う し た商品を発売す る こ と でお客 さん と コ ミ ュ ニケー

シ ョ ン を と ってい き た いです。

【山口】

　 お金 は 社会 を変えてい く た め の道具だ と思い ま す。 金融機関 も 預金者 も 、 その社

会 を変えてい く 担い手であ り 、 監視役 だ と思い ま す。 信頼 と共感に 基づ く 、 い い お

金の流れ を作ってい き た い と思ってい ま す。

【田辺】

　 国が破綻や経済縮小し た と き に、 地域の人々が地域の お金 を 事業継続が可能な金

利で貸す ノ ウハ ウ を蓄積す る こ と が重要だ と思い ま す。

【司会】

　最後に 基調講演 を い た だ い た 藤井 さん に も一言い た だ き た い と思い ま す。

【藤井】

　 本日 の席順 は メ ガバン ク か ら NPOバン ク の 方 まで横一列に並んでい ま すが、 こ れ

は大変象徴的です。 従来は ピ ラ ミ ッ ド で し た が、 こ れ か らの 金融は こ う な るで し ょ

う 。 どの 金融機関 も 預金者に 向 き 合 う と い う 意味では共通 し てい る か ら です。 その

と き大事な こ と は、 信頼 され る かど う かです。 信頼は大 き い か ら生ま れ る のではな

く 、 コ ミ ュ ニケー シ ョ ン に よ って生ま れ る のです。 ど う やって価値を伝えてい く か

が 金融機関の原動力につなが り 、 伝え る こ と ので き た 金融機関 を、 こ の 会場の 方々

は 選ぶので し ょ う 。

　 そ う し た 預金者が増えてい く こ と で、 日本の 経済や社会が よ り よい 方向に 向かっ

てい く こ と を期待 し てい ま す。

【司会】

　 金融機関の CSR は こ れ までは遅れてい た か も し れ ません が、 こ う し た対話の 場 を持つ こ

と の重要性に気づいて、 こ れ か ら も注目 し てい た だければ と思い ま す。

　 こ れ にてパ ネ ル ・ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 終わ り た い と思い ま す。 あ り が と う ご ざ い ま し た。
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フィナーレ
A SEED JAPAN 　
鈴木　亮



６
　  

　 第二回エ コ 貯金 フ ォ ー ラ ム に最後までご 参加い た だ き 、 ま こ と に あ り が と う ご ざ い ま す。

エ コ 貯金 プ ロ ジ ェ ク ト 責任者の 鈴木亮 と申 し ま す。 フ ォ ー ラ ム の フ ィ ナー レ と い た し ま し

て、 現在、 A SEED JAPAN が 行っ てい ま す。 「口座を変え れば世界が変わ る キ ャ ン ペー ン」

の ア ク シ ョ ン ア ピ ール を させてい た だ き た い と思い ま す。

　私たちが エ コ 貯金 を 広め る 理由は、 ひ とつは、 こ の かけが え のない地球を守 り た い か ら

です。 何気な く 飲む水や、 呼吸す る空気、 食べる食事、 すべては自然か らの恩恵であ り 、

未来の地球 と自分たちの た め に、 それ を守って残し てゆ き た い か ら です。

　 も う ひ とつの理由は、 私たちが持つ 「お金」 と い う も の について、 し っか り と自分の目

で、 お金の 行方 を 選択すべ き だ と 考 え る か ら です。 私たちは ま だ ま だ 金融 と い う も の に対

し て、 人任せだった り 、 無関心だ と思い ま す。

　地球を守 り た い と思 う こ と 、 つま り 環境意識 と 、 自分のお金 を し っか り 考 え る こ と 、 つ

ま り 金融意識 と 、 その両方 を兼ねそろ え た人の 貯金 ス タ イル と し ての エ コ 貯金 を、 一人で

も 多 く の人に呼び かけてゆ く こ と を目指 し て、 エ コ 貯金プ ロ ジ ェ ク ト は 始 ま り ま し た。

　 そ し て多 く の 方々、 金融機関、 NPOバン ク 、 メ デ ィ ア、 NGOな どの 方々に ご支援い た だ

き 、 こ の フ ォ ー ラ ム を 開催す る こ と が出来ま し た。

　 今年 の ア ー ス デ イ、 地球を 考 え る 日に は、 エ コ 貯金 を 広 く 市民に呼びかけ、 金融機関に

対 し て提言す る 「 ３ 億円の エ コ 貯金 ア ク シ ョ ン」 を 行い ま す。

　 こ れ は 「私は 銀行 を 選び ま す」 と い う 宣言 メ ッ セ ー ジ と 、 自分が 選ん だ 金融機関 と 金額

を ３ 億円分集めて、 その声を 金融機関に届け る も のです。 現在 までに ３ ０ ０ ０ 万円分の宣

言が 集 ま ってい ま す。 ぜひ、 エ コ 貯金 フ ォ ー ラ ム を通 し て 「銀行 を 選ぼ う 」 と思われ た 方

は、 ア ク シ ョ ン に ご 参加い た だ き た い と思い ま す。

金融機関が社会的責任 を果た す社会、 市民が高い 環境意識 と 金融意識を持つ社会の実現に

向けて、 こ れ か ら も A SEED JAPAN に、 ご支援、 ご 協力 を よ ろ し く お願い い た し ま す。 あ り

が と う ご ざ い ま し た。
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フィナーレ・アクションアピール 「口座を変えれば世界が変わる」

　～市民の環境意識と金融意識の高まりを目指して
A SEED JAPAN エコ貯金プロジェクト　鈴木　亮


